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第 1 章 序論 
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 我々は他者と社会的な相互作用を行うときに相手の顔から多くの情報を受け取る．

例えば，他者の目を見ることで視線の方向を知ることができ，その人物がどこに注

意を向けているかがわかる．表情を見ることで感情を推測することができる．さら

に，他者の視線と表情を組み合わせることで，我々を取り巻く環境についての情報

を得ることも出来る．例えば，他者がある方向に視線を向けた状態で，嫌悪や恐怖

の表情を表出しているとしよう．我々は，その視線の方向にネガティブなものが存

在していることを推測できるだろう．環境から得られる情報を自分で探索をせずと

も，他者の顔を参照することでより素早く重要な情報を得ることができる． 

 顔は我々を取り巻く環境についての情報だけでなく，その個人に関する情報も伝

えてくれる．我々は，他者の顔から外面的・内面的な特徴や社会的な情報を取り出

すことができる．外面的な特徴としては，顔の魅力や年齢，人種が (e.g., Burt & 

Perrett, 1995; Dotsch et al., 2008; Fink et al., 2006; Langlois & Roggman, 1990; O’Neil et al., 

2014)，内面的な特徴としては信頼性や支配性，情動などが (Willis & Todorov, 2006)，

社会的な情報としては，社会的階級 (Bjornsdottir & Rule, 2017) や選挙に当選するかど

うか (Todorov et al., 2005) などが挙げられる．さらに，そのような外面的・内面的な

特徴や社会的な情報をわずか数十ミリ秒で顔から取り出すことができ (Bar et al., 2006; 

Olson & Marshuetz, 2005; Willis & Todorov, 2006)，これらは自由に顔を観察した上での

判断と高い一貫性をもつ．そのため，私たちはリアルタイムな社会的相互作用場面

において，それらの情報を加味して，話し方を変えたり協力相手を選んだりと，行

動を調整することができる． 

 顔から得られる情報は，先述の通り社会的相互作用場面において有用である一方，

制御することが難しい自動的なものである．例えば，Hassin and Trope (2000) は 2 人
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の顔写真とそれぞれの人物を評価した文章を参加者に呈示し，どちらの人物を指定

された職業に採用するかを選択するように求めた．このとき参加者は，顔写真を無

視して文章をもとに判断するように指示を受ける条件または指示のない条件のいず

れかに割り振られていた．顔画像と文章の組み合わせは参加者間でカウンターバラ

ンスがとられていたため，文章をもとに判断すれば，どちらの人物も同じ程度採用

されるはずである．その結果，条件にかかわらず参加者の選択が偏っていたことが

示された．すなわち，顔を無視するように指示を受けていたのにもかかわらず，参

加者は顔の影響を受けた意思決定をおこなっていたことになる．さらに，事後質問

で顔を無視できたか否かを参加者に尋ねたところ，顔を無視するように指示された

参加者のうち 72%ができたと感じていたことも示されている．このように，我々は

意図せずに顔から得られる情報の影響を受けてしまう．それゆえ，我々がどのよう

にふるまうかを瞬時に決定するのに有用である一方で，それらのふるまいにバイア

スをもたらすという側面もある． 

 顔から得られる情報のうち，我々のふるまいにバイアスをもたらすものとして顔

の魅力が挙げられる．Dion et al. (1972) は美しいものはよいもの ("what is beautiful is 

good") というステレオタイプを指摘した．実際，多くの人から顔の魅力が高いと判

断された人物は，そうでない人物と比較して様々な利益を享受することが多数報告

されている．例えば，魅力の高い人物は，長期的あるいは短期的な交際相手の数が

多かったり (Rhodes et al., 2005)，より手助けをしてもらえたり (Benson et al., 1976)，

より高い賃金を得たり (Frieze et al., 1991)，社会的に望ましい人格を備えていると評

価されたり (Dion et al., 1972)，信頼できると評価されたり (Xu et al., 2012) する．この

ように，顔の魅力は我々の行動に影響を及ぼす． 
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1.1 顔の魅力知覚 

 顔の魅力は我々の行動に強く影響を与えるが，どのような顔が魅力的と判断され

るのだろうか．多くの顔の魅力研究では，単に参加者に「魅力」の判断を求めてお

り (Rhodes, 2006)，魅力とは評定者の主観によるものとされる (蛭川, 1993)．一見する

と，顔の魅力評価というのは個人差が非常に大きいように感じられる．しかし，顔

の魅力評価は文化・性別・年齢を問わず評定者間で高い一貫性があることが示され

ている (J. H. Langlois et al., 2000)．この評定者間で高い一貫性がある顔の魅力評価は

異性の顔に対する性的魅力を反映していると考えられている (Rhodes, 2006)．

Cunningham et al. (1990) は，参加者に顔刺激を呈示し，魅力を含めた 14 の評価次元に

ついての評定と，呈示した顔写真の中で最も付き合いたいと思う人物と最も結婚し

たいと思う人物を指名するように求めた．その結果，魅力評定とデートしたいある

いは結婚したいという指名に高い正の相関を見出した (デート: r = .97; 結婚: r = .93)．

また，先述のように魅力の判断は男女間でも一貫性が見られる．これらのことから，

異性の顔だけでなく，同性の顔に対しても，潜在的な配偶の競合相手として性的魅

力を反映した判断を行っている可能性がある(Rhodes, 2006)． 

 この性的魅力を反映する顔の魅力判断において，魅力的であると判断される顔の

形態的特徴が明らかにされてきた．次節以降では，この顔の形態的特徴について概

説した後に，それらの形態的特徴が文化や年齢を問わず魅力的であると評価される

ことについて論じる．まず，1.1.1 では顔の魅力における進化的な基盤として，どの

ような形態的特徴がなぜ魅力的であると判断されるのかを，進化的な観点から概説

する．次に，1.1.2 では乳幼児においても魅力の知覚が生起し，成人と同様に魅力的

な形態的特徴を選好することを論じる．そして，1.1.3 では，魅力的な形態的特徴は
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文化普遍的に魅力的であると評価されることについて概観する． 

 

1.1.1 顔の魅力における進化的な基盤 

 我々が魅力的であると知覚する顔には，共通の形態的特徴が存在する．これまで

の研究から，対称性・平均性・性的二形性・健康さ・年齢という形態的特徴が魅力

知覚において重要であることが報告されてきた．これらの形態的特徴は配偶相手と

しての質を示すものであると考えられており，そのような形態的特徴を備えた顔を

好むことは，適応上の利点があるといえる．以下では，それぞれの形態的特徴につ

いて概観する． 

対称性 顔の対称性とは，正中線に対して目・鼻・口・顔の輪郭といった顔特徴が

左右に対称であることを指す．対称性の高い顔はより魅力的であると知覚される 

(Grammer & Thornhill, 1994; Little & Jones, 2003; Rhodes et al., 1998, 1999; Scheib et al., 

1999)．例えば，Perrett et al. (1999) は，収集した白人の顔画像ごとに目や口，鼻など

の顔特徴をマッピングし，これに基づき正中線に対して顔の左右が対称になるよう

に画像を編集した．この左右対称性が高い顔画像と元の顔画像を参加者に対呈示し，

魅力的な方を選択するように求めた．その結果，左右対称性が高い顔画像はチャン

スレベルよりも有意に選択されやすかった． 

 顔の対称性が高いほど魅力が高く評価される理由として，対称性の高さが発達の

安定性のシグナルになることが考えられている．発達の安定性とは，所与の環境下

で表現型を安定的に発達させる遺伝子型の能力を指す (Thornhill & Møller, 1997)．ヒ

ト以外の動物においては，対称性からの逸脱は近親交配・ホモ接合・寄生虫保有

量・栄養不足や汚染によって増加するといわれている．これと関連して，ヒトの身
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体における対称性からの逸脱は，近親交配・早産・精神病や知的障害との関係が示

唆されている (Rhodes, 2006)．このような観点から，対称性が高い顔を魅力的だと判

断し，その人物を配偶者として選ぶことは適応的であると考えられている．しかし，

対称性が遺伝的な資質を示すという点については注意されたい．Prum (2017 黒沢訳 

2020) は，対称性が遺伝的な資質を示すという研究が 1990 年に発表されて一世を風

靡したものの，1990 年第後半には批判的な論文が発表され，現在では支持されてい

ないことを述べている 

平均性 顔の平均性とは，母集団に対して数学的に平均的な形質をもつ程度を指す 

(Rhodes, 2006)．平均性の高い，すなわち目や鼻，顔の輪郭などの形状やサイズが平

均的であるほど，魅力的であることが報告されている(e.g., Apicella et al., 2007; 

Langlois & Roggman, 1990; Rhodes & Tremewan, 1996)．顔の平均性を調べるにあたり，

多くの研究では重ね合わせる顔画像の枚数を増やしたり，あらかじめ複数の顔画像

を重ね合わせた平均顔と操作を加えていない顔画像をモーフィングさせたりなどの

手法がとられている．例えば，Langlois and Roggman (1990) は，重ね合わせる顔画像

の枚数を 2 枚・4 枚・8 枚・16 枚・32 枚と 5 段階に変更することで，平均性の高さを

操作した．その結果，重ね合わせる顔の枚数が増加するほど，すなわち平均性が高

い顔ほど魅力が高く評価された．また，男性・女性顔ともに 16 枚・32 枚の平均顔は

もとの顔画像よりも魅力的であると評価された． 

 顔の平均性が高いほど魅力的であると評価される理由として，3 つの点が挙げられ

る (Rhodes, 2006)．1 つ目は，対称性と同様に平均性の高さが発達の安定性の指標に

なりえるという点である．2 つ目は，病気への抵抗を高めるヘテロ接合性を反映して

いるという点である．3 つ目は，機能として適応的であるという点である． 
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 一方で，平均性と魅力の相関を報告した実験研究に対しては 2 つの批判がある．1

つ目は，対称性が交絡している可能性である (Alley & Cunningham, 1991)．顔の平均

性を高める操作には，重ね合わせる顔画像の枚数を増やしたり，あらかじめ作成し

た平均顔に平均性を操作する顔画像をモーフィングさせたりといった手法がとられ

る．複数の顔を重ね合わせることで輪郭や顔のパーツの歪み，皮膚表面のテクスチ

ャの不均一さが相殺された結果，もとの顔よりも対称性が高まる．そのため，平均

性ではなく，対称性が魅力に影響している可能性がある．実際，先述のように対称

性の高い顔は魅力的であると評価される．しかし，魅力評価における対称性を統計

的に統制しても，平均性が魅力に及ぼす影響は残ることが報告されている (Rhodes et 

al., 1999)．また，顔画像をあらかじめ左右対称にした上で平均顔を作成した場合でも，

平均性の効果は残ることが示されている (e.g., Jones et al., 2007; Rhodes et al., 1999)．し

たがって，平均性は対称性とは独立に魅力を高める要因だと言える． 

 2 つ目は，平均的な顔が必ずしも最も魅力的な顔であるとは限らないという点であ

る．先述の Langlois and Roggman (1990) では，平均顔の作成に用いられた 96 名の男

性顔画像のうち 3 名の顔が平均顔よりも魅力的であると評価された．同様に，96 名

の女性顔画像のうち 4 名の顔が平均顔よりも魅力的であると評価された．Alley and 

Cunningham (1991) は平均性が高い顔が魅力的であることを示した Langlois and 

Roggman (1990) の知見に対し，性選択を論拠として平均的な顔が常に魅力的である

とはいえないと主張した．例えば，男性では大きな頬骨や顎を持つ顔，すなわち平

均的でない顔がより魅力的と評価される (Cunningham et al., 1990)．この性選択と顔の

魅力について，次のセクションで詳述する． 

性的二形性 性的二形とは，性別によって体格など個体の特徴に明確な差異が生じ
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る現象を指す．ヒトの顔においては男性ホルモンであるテストステロンの分泌量が

多いほど男性らしい特徴が，女性ホルモンであるエストロゲンの分泌量が多いほど

女性らしい特徴が表れる (Fink & Neave, 2005)．テストステロンが高い場合，顔の下

部や顎，頬骨や眉弓が成長し，眉から鼻の下にかけての顔面中央部が突出するよう

になる．一方で，エストロゲンが高い場合にはテストステロンが高い場合に見られ

るような顔特徴の成長は抑えられ，代わりに唇が大きくなる (Thornhill & Møller, 

1997)．性ホルモンの影響を受けて性的二形性が高くなった顔は，そうでない顔より

も魅力的であると評価される．男性であれば頬骨や顎の大きさと顔の魅力に正の相

関関係がある (Cunningham et al., 1990)．女性であれば，顔下部が小さいことや唇が厚

いことが顔の魅力の高さと関係している (Johnston & Franklin, 1993)． 

 性的二形性が高いと魅力が高く評価される理由は 2 つ挙げられる．1 つ目に，性的

二形は思春期以降に顕著になるため，性的二形性の高さは性成熟と繁殖能力を示す

と考えられている．2 つ目に，性的二形性が高いことはは寄生虫保有量の低さや，免

疫力が高いことを示すことが挙げられる (Rhodes, 2006)．これらの進化的な観点から

我々は顔の魅力を知覚していると考えられている． 

 しかし，顔における性的二形が常に魅力的であると評価されるわけではない．ひ

げの濃さもヒトの顔における性的二形の一つであるものの，ひげが顔の魅力に及ぼ

す影響は一貫しない．例えば，Neave and Shields (2008) は，ひげの濃さは線形に顔の

魅力に影響を及ぼすわけではないことを示した．その他の知見として，濃い無精ひ

げの顔が最も魅力的であると評価されたり (Dixson & Brooks, 2013)，ひげのない顔は

濃いひげの顔よりも魅力的であると評価されたり (Dixson & Vasey, 2012) と，さまざ

まである．ひげが顔の魅力に及ぼす影響が様々である理由として，ファッションや
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文化的な影響を受けている可能性が指摘されている (Janif et al., 2014)．頬骨や顎の大

きさとは異なり，ひげは除去したり，形態を変えることが可能な性的二形であるた

め，今後は進化的な基盤というよりは文化や時代の影響に着目した検討をすべきで

あろう． 

健康さ 健康な配偶者を選択することは，進化的に重要な課題である．不健康さに

関する手がかりに非常に敏感であることは，感染症などのリスクを避ける上で重要

だろう．実際に，人々は肌の表面などが通常と異なる (e.g., 肌荒れ) だけで忌避反応

が生じる (e.g., Schaller, 2011; Schaller & Park, 2011)． 

 健康的な顔はより魅力的であると知覚されることが，いくつかの実験から示され

ている．例えば，グラフィックエディターによって肌の荒れを付加された顔画像は，

もとの顔よりも健康さと魅力が低く知覚され (Jaeger et al., 2018)，健康的な肌を持つ

顔ほど魅力が高く評価されるという正の相関が報告されている (Jones et al., 2004)．こ

れらの知見は，対称性や平均性，性的二形性が高いほど健康な個体であることのシ

グナルとなるため，そのような特徴を備えた顔の魅力が高く評価されるという点と

も一致する． 

年齢 進化的な観点においては，配偶者を選択するときに，相手が生殖可能である

ことは重要な要素となる．女性においては，およそ 50 歳前後で閉経を迎える (北・

藤井, 2000)．また，男性においても年齢が高くなるほど精子の運動性や正常形態の精

子率が低下する (Kidd et al., 2001)． 

 したがって，顔から判断される年齢は顔の魅力に影響を与えうる．実際，年齢が

高くなるにつれ，顔の魅力は低く評価されやすくなる (Ebner, 2008)．Deuisch et al. 
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(1986) は，18–22 歳の参加者 18 名と 53 歳以上の参加者 18 名1に年齢の異なる顔画像

を見せ，魅力や性的二形性を含めた 10 個の項目について 5 件法で評価を求めた．顔

画像には，12名の人物の 19–24歳，40–50歳，60歳以上の時点での顔画像を用いた．

その結果，男女ともに 19–24歳の顔画像，すなわち若い顔画像の魅力が高く評価され

た．加えて，40–50歳と 60歳以上の女性の顔画像は，19–24歳の顔画像よりも女性性

も低く知覚された．また Fink et al. (2006) は，肌の色の分布が不規則だと年齢が高く

知覚されるため，顔の魅力が低く評価されることを示している． 

 

1.1.2 顔の魅力知覚の発達的基盤 

 先の節で概観したように，進化的な基盤から対称性・平均性・性的二形性・健康

さや年齢は顔の魅力に影響を及ぼす．この進化的な基盤による成人の魅力知覚と，

乳児における魅力知覚は一致する (Samuels & Ewy, 1985)． 

 顔の魅力は成人の行動のみならず，乳児の行動にも影響を及ぼす．Langlois et al. 

(1990) は，12 ヶ月の乳児を対象に，魅力的あるいは魅力的でない顔の未知者との社

会的相互作用を観察した．ここでは，第三者評定で魅力的あるいは魅力的でないと

評価されたフェイスマスクを，一人の実験者が着用した状態で，乳児と相互作用を

おこなった．その結果，魅力的な顔の未知者との社会的相互作用において，よりポ

ジティブな情動の表出が観察され，未知者と遊ぶ行動が多くみられた．また，乳児

が魅力的な顔画像を選好することも示されている．Langlois et al. (1987) の実験では，

 
1 ここでは 53 歳以上としたが，高齢参加者の年齢は Deuisch et al. (1986) にも正確な

記述が見当たらない．参加者は 60 歳以上を対象としたプロブラムで募集された 18
名を対象としていたが，18 名中 15 名が 53–93 歳であった．また，残り 3 名の年齢に

かんする記述も見当たらないため，この点については注意が必要である． 
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2–3 ヶ月児と 6–8 ヶ月児それぞれに対して，大学生による事前評定をもとに，魅力的

な顔画像と魅力的でない顔画像を対呈示した．その結果，どちらの月齢の乳児も魅

力的な顔画像をより長く注視した．その他にも，12 ヶ月の乳児は平均性の高い顔や 

(Damon et al., 2017)，対称性および女性らしさの高い顔 (Griffey & Little, 2014) など魅

力的な形態的特徴をもつ顔を選好することが知られている．  

 

1.1.3 顔の魅力知覚における文化普遍性 

 ここまで，顔の魅力知覚における進化的な基盤と乳児の魅力知覚が成人の魅力知

覚と一致することについて概観してきた．本節では，魅力研究で述べられているこ

れらの事項についての文化普遍性について論じる． 

 近年の心理学研究では，得られた結果の文化普遍性が問題となっている．ある性

質が人間一般に普遍的なものであると主張するためには，多様な背景を持つ人々を

対象にした調査を行うことが必要である．しかし，これまで論文で報告されたデー

タのほとんどが，西洋という一部の地域の人々に偏ったものであると批判されてい

る．この偏ったサンプルは Western, Educated, Industrialized, Rich, Democratic の頭文字

から WEIRD ともよばれる (Henrich et al., 2010)．顔の魅力知覚においては，様々な文

化において研究の知見が蓄積されてきた． 

 Rhodes et al. (2001) は日本人と中国人を対象に，顔の対称性や平均性が顔の魅力に

与える影響を検討した．その結果，西洋の人々と同様に対称性や平均性が高い顔は

魅力が高く評価されることを示した．これに加え，先進国以外でも顔の魅力におけ

る文化普遍性が検討されている．特筆すべき研究としては，Hadza 族を対象とした研

究が挙げられる．Hadza 族は，タンザニア北部で移動型狩猟採集を営みながら生活す
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る民族である．Apicella et al. (2007) は，Hadza 族と白人の参加者を対象に，平均的な

顔への選好がみられるかを検討した．実験では，Hadza 族の顔画像を用いて，男女そ

れぞれの平均顔を作成した．平均性の低い顔と高い顔が実験刺激として用いられた．

参加者は，対呈示される平均性の低い顔と高い顔のうち，より魅力的な方を選択す

るように求められた．対呈示された顔画像は必ず参加者にとって異性であった．つ

まり，参加者が男性であれば，Hadza 族の女性における平均性の低い顔と高い顔が対

呈示された．その結果，Hadza 族も白人参加者も，平均性の高い Hadza 族の顔を選択

した．同様に，Little et al. (2007) は，Hadza 族と白人の参加者を対象に，左右対称性

について同様の実験を行った．その結果，Hadza 族も白人参加者も，顔画像の人種に

かかわらず左右対称性の高い方を選択した． 

 顔の性的二形性と魅力に関しても，文化普遍性を確認する研究が行われている．

Perrett et al. (1998)は，日本人とイギリス人の参加者を対象に，性的二形が強調された

顔が好まれるかを検討した．実験では，日本人とイギリス人それぞれの平均顔が作

成された．参加者は呈示された平均顔の性的二形性をコンピュータ上で自由に操作

することができ，魅力的な顔画像を作成するように求められた．その結果，参加者

の人種および顔画像の人種にかかわらず，より女性らしい顔を魅力的だと評価して

いたことが示された．  

 ここまで，顔の魅力知覚を規定する形態的特徴について進化的な基盤，発達的な

基盤，文化普遍性について論じてきた．ただし，これらの研究では実験に用いる統

制刺激として，正面を向いた何の装飾品もない顔がほとんどである．しかし，現実

場面ではそのような素の顔ばかりを目にするわけではない．例えば，人はファッシ

ョンや自身の信念に基づいて，メガネや宗教的意味を持つ布を着用する．また，医
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療従事者の多くは衛生マスクを着用し，医療従事者でなくともすっぴんを隠すため

にマスクで素顔を隠す．次節では，これら装飾品の着用によって，顔の魅力がどの

ように変化するのかを概観する． 

 

1.2 装飾品が顔の魅力知覚に与える影響 

 1.1. の顔の魅力知覚で概説したように，進化的な基盤に基づく顔の形態的特徴は文

化普遍であり，発達的な基盤も有する．しかし，顔の魅力知覚は社会的な要因の影

響も受ける．装飾品による顔の魅力の変化はその一つである．メガネやマスクなど

の装飾品に対してどのような態度を持つかは，生得的に決まっているのではなく社

会的に決まっている．装飾品に対する態度によって，装飾品を伴う顔の魅力知覚も

異なる． 

 また，装飾品を伴う顔の魅力知覚は，我々の日常生活を考えると自然な状況であ

る．例えば，メガネは日本でも最も身近な顔の装飾品であり，目にする機会も多い

だろう．他にも，イスラム教国内であれば，ほとんどの女性はヒジャブという頭や

身体を覆う布を着用しているため，装飾品なしの顔を目にすることのほうが少ない．

また，近年では感染症対策のためにマスクを着用した状態でコミュニケーションを

とることも頻繁にある．つまり，現代社会の多くの場面で，他者の顔の魅力を知覚

する際に装飾品の影響を受けている可能性が高い．本節では，装飾品が顔の魅力に

与える影響について，これまでの研究から得られている知見を概観する． 

メガネ メガネは，着用者の目を保護したり，視力を矯正したりすることができる

有用な器具である．それと同時に，伊達メガネという言葉があるように，ファッシ

ョンアイテムの 1つとして用いられることもある装飾品である．実際に，メガネを着
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用した顔はそうでない顔と比べて，上品であったり (Okamura, 2018)，より知的であ

ると評価され (Fleischmann et al., 2019; Leder et al., 2011)，着用者の印象を変化させる

ことが知られている．ただし，このような印象の変化は，社会におけるメガネの普

及率とも関連し，文化依存的な側面も持ち合わせている．例えば，メガネ着用者が

より知的であると評価されることを示した先述の研究は，欧米人を対象としていた 

(Fleischmann et al., 2019; Leder et al., 2011)．その一方で，アラブ人やインド在住者を対

象とした研究では，メガネが知的評価に与える影響はみられないどころか 

(Fleischmann et al., 2019)，かえって知的でないと評価されることもある (AlRyalat et al., 

2022)． 

 メガネはファッションアイテムとしても用いられることがあるが，魅力を向上さ

せているのだろうか．意外なことに，これまでの研究からは，メガネの着用は魅力

に影響を与えない (Graham & Ritchie, 2019)，あるいは，魅力を低下させることが報告

されている (AlRyalat et al., 2022; Leder et al., 2011; Lo et al., 2012; Okamura, 2018)．知的

さなどの印象変化とは対照的に，メガネ着用による魅力減少効果は欧米のみならず，

アジア人やアラブ人を対象とした研究でも報告されており (AlRyalat et al., 2022; Lo et 

al., 2012; Okamura, 2018)，文化普遍的な可能性がある．メガネの着用による魅力低下

のメカニズムとしては，2 つの可能性が議論されている． 

 一つ目の可能性は，メガネの着用は，目に不調を抱えているという不健康さのシ

グナルになるということである．1.1.1 節の健康さのセクションで述べたように，不

健康さは顔の魅力判断にネガティブな影響を及ぼす．そのため，メガネ着用によっ

て魅力が低下する可能性がある．実際，Leder et al. (2011) はメガネと不健康さの関連

を指摘している．しかし，この研究ではメガネの種類 (なし・縁なし・縁あり) を参
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加者内要因とし，魅力評定を求めたところ縁なしメガネ着用による魅力低下は見ら

れなかった．このことから，メガネ着用による魅力の低下に不健康さが関与してい

る可能性についてはさらなる研究が必要であると主張している．もう一つの可能性

は，メガネによって年齢が高く知覚されるということである．1.1.1 節の年齢のセク

ションで述べたように，年齢が高く知覚されることは，顔の魅力知覚においてネガ

ティブな影響を与える．実際，人物の年齢判断においてメガネが年齢を重ねている

ことの手がかりとして用いられることがある (e.g., Lewis et al., 2011)．しかし， Brunet 

and Sharp (2020) はメガネを着用した顔は年齢が高く知覚されるものの，メガネなし

よりも平均して 1.3 歳高く知覚される程度であり，この効果は大きいものではないと

主張している．ただし，メガネが年齢知覚に及ぼす影響に関する研究はまだ少なく，

今後のさらなる検討が期待される． 

ヒジャブ ヒジャブ (hijab) は，世界中のムスリム女性が着用する伝統的なベールで

ある (Jordan et al., 2020)．ヒジャブの着用には 2 つの機能がある．1 つ目は，ムスリム

の女性にとっては自身の信仰を明確に表現することになり，ムスリムであることを

認識させるといった社会的な機能である．2 つ目は，配偶保護戦略としての進化的な

機能である (Jordan et al., 2020)．ヒジャブは着用者の魅力を低下させるため，男性が

女性との配偶関係を維持する助けとなったり，ライバル男性が女性にアプローチす

るのを妨げることができる． 

 実際に，ヒジャブには着用者の魅力を低下させる役割があるかを調べた研究が複

数ある．しかし，それらの結果は必ずしも一貫しているとはいえない．その理由の

一つが，ヒジャブの社会的な機能に対する魅力評価者の態度が魅力評価自体にも影

響を及ぼしてしまうことが挙げられる．以下では，一連の研究を紹介しつつ，そこ
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で得られた結果がどのような態度や認知と結びついた可能性があるかを論じる． 

 Pasha-Zaidi (2015) は，UAE (アラブ首長国連邦) またはアメリカに在住している南

アジア人のムスリム女性を対象に，ヒジャブの着用による魅力の変化を検討した．

この研究では，参加者に白人と南アジア人の女性のヒジャブ着用顔または非着用顔

を呈示し，1 (全く魅力的でない) –5 (非常に魅力的である) の範囲で魅力を評価する

ように求めた．その結果，参加者の居住国に関係なく，ヒジャブ着用顔は非着用顔

よりも魅力的であると評価された．ただし，信仰心が深い参加者ほど，ヒジャブ非

着用顔の魅力を低く評価した．この点について，Jordan et al. (2020) は，参加者の国

籍について次のようなを指摘している．Pasha-Zaidi (2015) の実験では，UAE の国籍

を持つ参加者の割合はわずかであった (UAE 在住参加者のうち 2%，アメリカ在住参

加者のうち 16.8％)．UAE では人口の多くを外国籍の住民が占めており，UAE 国籍

を持つのは非常に高い社会的地位を享受している人ばかりである．ヒジャブの着用

は UAE 国籍を持つこと，すなわち特権階級にある人物であることと結びつきやす

い．このようなヒジャブの社会的側面によって，UAE 国籍を持たない多くの参加者

にとっては，ヒジャブ着用顔が魅力的だと評価された可能性がある．このヒジャブ

の社会的側面を統制するために，Sheen et al. (2018) は UAE 国籍を持つ大学生を対象

に実験を行った．その結果，ヒジャブ着用顔はヒジャブ非着用顔よりも魅力的でな

いと評価された． 

 Mahmud and Swami (2010) と Swami (2012) はイギリスに在住している男性を対象に

ヒジャブによる魅力の変化を検討した．これらの研究では，ムスリム男性と非ムス

リム男性の両方が参加していた (Mahmud & Swami, 2010: ムスリム男性 41 名，非ムス

リム男性 57 名; Swami, 2010: ムスリム男性 88 名，非ムスリム男性 88 名)．参加者に
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は，白人と南アジア人のヒジャブ着用顔または非着用顔を呈示し，それぞれの顔に

ついて，魅力 (1: 非常に魅力的でない; 7: 非常に魅力的である) を含めた様々な次元の

評価を求めた．その結果，どちらの研究においても，ヒジャブ着用顔はヒジャブ非

着用顔よりも魅力的でないと評価された．このような結果が得られた背景には，イ

スラム教へのネガティブな態度がヒジャブ着用顔の魅力を低く評価することに繋が

った可能性がある．Jordan et al. (2020)は，ヒジャブからネガティブな態度が想起され

ないと想定される UAE 国籍の男性を対象に，ヒジャブが魅力に与える影響を検討し

た．その結果，ヒジャブ着用顔は，非着用顔よりも魅力的でないと評価された． 

 一連の結果をまとめると，ヒジャブはムスリムであることを象徴するため，ムス

リムやイスラム教への評価者の態度が，ヒジャブ着用者の魅力に影響を及ぼしうる

ことが示唆される．そして，評価者がムスリムやイスラム教についてネガティブな

態度を持たない場合には，ヒジャブの配偶保護戦略として想定されるように，ヒジ

ャブは着用者の魅力を低減させることが示された． 

衛生マスク ヒジャブに関連する評価者の態度は，着用者の顔に対する魅力評価に

も影響を及ぼすことが分かった．実は，日本人にとってなじみ深い衛生マスク (以下，

専門用語や参加者に示した教示を除き，マスクとする) においても，同様の現象が存

在する．マスクは衛生用品の一つであり，鼻と口を覆って着用することが一般的で

ある．マスクの主要な着用目的は，健康に悪影響を及ぼす可能性のある物質 (e.g., 感

染症やスギやヒノキなどの植物の花粉あるいはハウスダスト) から自身を守ることで

ある．ただし，社交不安，特に他者に見られる不安に起因する着用 (宮崎他 2021) や，

すっぴんを隠すため(Unicharm Corporation, 2014) といった目的も存在する．実際，

286 名を対象にした Miyazaki and Kawahara (2016) では 44%もの人が，マスク着用によ
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って顔の魅力が高まると考えたことが示されている．以上から，マスクも顔の装飾

品であるといえる．本節ではまず，マスクによる魅力変調を示した Miyazaki and 

Kawahara (2016) の手続きと結果を示す．その後，Miyazaki and Kawahara (2016) が提

案した魅力変調モデルについて詳述する． 

 Miyazaki and Kawahara (2016) は，マスクの着用によって着用者の顔の魅力が総じ

て低く知覚されることを明らかにした．この研究では，事前に顔の魅力が評価され

た画像セットから，魅力が低い・中程度・高い女性の顔を刺激として選定した．そ

れらにマスク画像を重ねたマスク着用顔画像と何も処理をしていない元の顔画像 (マ

スク非着用顔) を実験刺激として用いた．参加者は単呈示されたマスク着用画像また

はマスク非着用顔画像について，1 (非常に魅力的でない) から 100 (非常に魅力的で

ある) の範囲で魅力を評価した．その結果，マスク着用によって魅力が高く評価され

ることはなかった．魅力が中程度あるいは高い顔画像では，マスク着用によって魅

力が低く評価された．マスク着用による魅力の減衰効果は「衛生マスク効果 (The 

sanitary-mask effect) 」と呼ばれ，二要素モデルによって説明されている．1 つ目の要

素は，マスクを着用することによって顔が部分的に遮蔽されることである．2 つ目の

要素は，マスクを着用することによって着用者に対して不健康さが想起されること

である．この二つの要素は異なる形で顔の魅力に影響を与える． 

 顔の部分遮蔽は，マスク非着用顔の魅力に応じて異なる効果を生む．マスク着用

によって顔が部分的に遮蔽されることで，1.1.1 節の顔の魅力における進化的な基盤

で述べたような顔輪郭や顔特徴の左右対称性，女性らしいあるいは男性らしい顔特

徴，肌の状態といった，視認できる魅力判断に重要な手がかりが損なわれる．魅力

が低い顔は左右非対称な輪郭や，ニキビなど粗い肌などネガティブな手がかりが多
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い．マスクによってネガティブな手がかりが遮蔽されることで，マスク非着用顔よ

りも魅力が高く知覚される．一方で，魅力が高い顔は左右対称な輪郭や，滑らかな

肌を備えていることが多い．このような魅力判断においてポジティブな手がかりが

マスクによって遮蔽されると，マスク非着用顔よりも魅力が低く知覚される． 

 不健康さの想起は，マスク非着用顔の魅力にかかわらず一様な効果を示す．マス

クの主な着用目的は，花粉症や風邪といった個人の健康問題を緩和することである

ため，マスクはその人の健康状態が好ましくないことを示す一つのシグナルでもあ

る．実際，Miyazaki and Kawahara (2016) の実験 5 において，マスク着用顔は非着用

顔と比較して，マスク非着用顔の魅力にかかわらず，健康的でないと知覚されるこ

とが示された．1.1.1 節の健康さのセクションで述べたように，不健康だと知覚され

る顔はそうでない顔よりも魅力的でないと知覚される． 

 マスク着用事態においては，この 2 つの要素が組み合わされるため，マスク非着

用顔の魅力によって異なる帰結に至る．魅力が低い顔においては遮蔽による魅力の

増幅と不健康さによる魅力の減衰が打ち消しあうことで，マスク着用による魅力の

変化はみられない一方で，魅力が高い顔においては遮蔽と不健康さの両方が魅力の

減衰をもたらすため，マスク着用によって大幅な魅力の低下が生じる． 

 二要素モデルの妥当性は，一方の要素を除いた実験によって支持されている．

Miyazaki and Kawahara (2016) は，不健康さと関連のないノートやカードを用いるこ

とで，遮蔽という要素だけが働く実験を行った．実験の結果，魅力の低い，あるい

は中程度の顔を遮蔽した場合には，もとの顔よりも魅力が高く知覚されることを見

出した．また重要なこととして，衛生マスク効果や不健康さと非関連な物体による

遮蔽が魅力に及ぼす効果は，女性の顔に限ったことではなく男性の顔においても生
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じる． 

 ここまで装飾品が顔の魅力知覚に与える影響について概説してきた．装飾品が顔

の魅力知覚に及ぼす影響は，装飾品に対する評定者の態度と密接に関連することが

明らかにされてきた．例えば，評定者がヒジャブと社会的地位の高さを関連づけて

いる場合は，ヒジャブは着用者の魅力を増幅させる．他方で，評定者がイスラム教

へのネガティブな態度を持っている場合は，ヒジャブは着用者の魅力を減少させ

る．また，評定者がマスクと不健康さを関連づけることによって，マスクは着用者

の魅力を減少させる． 

 

1.3 本研究の目的 

 顔の魅力は，我々の行動に様々な影響を及ぼす．顔の魅力には，進化的な基盤に

基づく様々な形態的特徴があることがわかっている．これは文化普遍であり，発達

的な基盤も有する．その一方で，顔の魅力知覚には社会的な要因も存在する．その

一つに装飾品が顔の魅力知覚に及ぼす影響が挙げられる．装飾品が顔の魅力知覚に

与える影響は，装飾品に対する評価者の態度と密接に関連する．この装飾品に対す

る態度は，様々な社会的背景の中で醸成され，時代によって変化しうるものである．

特に，2019 年末から世界的に流行した COVID-19 は，国際社会を一変させた．例え

ば， COVID-19流行前は，個人の健康状態と関連したマスクの着用が多かったが，流

行下においては相互的な感染拡大抑止として，個人の健康状態にかかわらず，マス

クを日常的に着用する人が増加した (Chen et al., 2020)．この社会的出来事によって，

マスクやマスク着用者に対する人々の態度が急激に変化している可能性がある． 

 そこで本研究では，顔の魅力に影響を及ぼす装飾品であるマスクに着目し，2 つの
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検討をおこなった．第 2 章では，COVID-19 流行にともなうマスク着用の常態化が，

マスク着用者への信念や知覚に変化をもたらしたかを検討した．1.1.4 節の装飾品が

顔の魅力に与える影響のマスクのセクションで述べたように，COVID-19 流行前では，

マスク着用によって生じる遮蔽と不健康さの想起という二つの要因によって，着用

者の魅力が総じて低下することが示されていた (衛生マスク効果 : Miyazaki & 

Kawahara, 2016)．しかし，COVID-19 流行によってマスクを日常的に着用するように

なったことから，マスク着用による不健康さの想起は生じにくい可能性がある．装

飾品への態度は魅力評価に影響を与えるため，不健康さが想起されないCOVID-19流

行下でのマスク着用顔の魅力評価は，COVID-19 流行前と異なることが考えられる． 

 第 3章では，マスクによる遮蔽部分には，観察者の経験に基づいた最頻値の魅力顔

によって補われるかを検討した．COVID-19 流行に伴い，マスク着用顔の魅力研究が

増加したものの，一貫した結果は得られていない．この点において，著者は観察者

が自身の経験に基づいて最も遭遇頻度の高い魅力の顔，すなわち中程度の魅力の顔

をマスクによる遮蔽部分に補うという最頻値補間仮説を新たに提案した．もし，観

察者の経験に基づいた最頻値の魅力顔を補うのであれば，十分な曝露経験がある自

人種のマスク着用顔では中程度の魅力の顔が補われる．一方で，曝露経験の浅い他

人種においては自人種での補間システムと異なる可能性が考えられる．最頻値補間

仮説が支持されれば，マスク着用顔における研究間の不一致を解消できる． 

 

1.4 本論文の構成 

 第 1 章では，進化的・発達的な基盤を持つ文化普遍な魅力的な顔の形態的特徴と

社会的な要因が顔の魅力知覚に及ぼす影響として，装飾品に焦点を当て，これらに
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ついて概観した．そして，COVID-19 流行に伴ったマスクとマスク着用者への急激

な態度の変化が生じた可能性を指摘した． 

 第 2 章では，COVID-19 流行に伴い，マスクとマスク着用者への態度が変化した

かを検討した．具体的には，流行前にマスク着用者に対する信念と魅力・健康さの

知覚を調べた Miyazaki and Kawahara (2016) のデータと直接比較をするために，

COVID-19 流行下に Miyazaki and Kawahara (2016) と同一の手続きで調査・実験をお

こなった．これと併せて，Miyazaki and Kawahara (2016) では未検討の黒色マスクに

ついても同様の調査・実験をおこなった．これは，黒色のマスク着用者は白色のマ

スクを着用している人よりもネガティブに知覚されることが，COVID-19 流行前後

の研究から示されていたためである (伊藤・河原, 2019; 鎌谷他, 2021)． 

 第 3 章では，COVID-19 流行に伴って不健康さとの連合が弱まったマスク着用に

よる魅力の増幅・減少効果が顔カテゴリ，特に自人種顔か他人種顔かによって異な

るかを検討した．ここでは，COVID-19 流行下という特殊な状況を利用し，不健康

さとの連合が弱くなったマスクを用いることで，現実世界に即した遮蔽顔を用いた

実験をすることを実現させた． 

 第 4 章では，第 2 章および第 3 章の結果をまとめ，総合考察をおこなった．ここで

は，世界的にもマスクとマスク着用者に対する態度が変化したことと，遮蔽による

魅力の増幅・減少効果のメカニズムについて議論した．最後に， COVID-19流行の収

束に伴う態度変化や脱マスクについて今後の展望を述べた． 
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第 2 章 COVID-19 流行下におけるマスク着用による魅力増幅・

減少効果 
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 第 1 章では，顔の魅力知覚の決定要因として，顔の形態特徴，社会的要因そして

装飾品について概観してきた．この章では，顔の装飾品の 1 つであるマスクに着目

する．特に，COVID-19 の流行は人々のマスクとマスク着用者に対する認知を変化さ

せた．この点において，COVID-19 の流行前からそれらに対する認知がどのように変

化したのか，またそれが知覚にどのように影響を及ぼすのかを検討した． 

 

2.1 序論 

 COVID-19 流行は我々の日常生活を一変させた．例えば，他者と身体的距離の確保

を求められたり，手指を頻繁に洗う・消毒することを求められたり，公共の場でマ

スクを着用することを求められたりした．実際，政府や国際的な機関は公共の場で

マスクを着用するように市民に働きかけた (e.g., WHO, 2020)．その結果，COVID-19

流行前と比較してマスクを日常的に着用する人が増加した (Chen et al., 2020)．

COVID-19 感染症を予防する必要性から人々はマスクを着用するようになったが，こ

れにより対人認知における知覚的な副作用が生じている．例えば，マスクによる顔

の部分的な遮蔽によって，個人の同定や (Carragher & Hancock, 2020; Noyes et al., 

2021) や，顔の表情認知 (Grundmann et al., 2021; Noyes et al., 2021; Zhang et al., 2019) が

困難となる． 

 同様に，マスクの着用は顔の魅力知覚に影響する．COVID-19 流行前におこなわれ

た研究において，マスクは着用者の顔の魅力を減衰させることが示された (衛生マス



28 

 

ク効果; Miyazaki & Kawahara, 2016)．この衛生マスク効果の説明として Miyazaki and 

Kawahara (2016) は，マスク着用によって生じる顔の部分的な遮蔽と不健康さの想起

の二要素がマスク着用による魅力の減衰を引き起こしているとする二要素モデルを

主張した (Figure 1)．二要素モデルの詳細は次のように考えられている． 
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Figure 1 

衛生マスク効果と本研究の仮説の模式図 

注) 左の列に衛生マスク効果を，右の列に本研究の仮説を示す．COVID-19 流行下で

は，マスクと不健康さの連合が弱くなり，遮蔽の効果のみが残ると予測される． 
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 遮蔽とは，マスク着用によって顔の下部が隠されることを意味する．これによ

り，顔特徴や輪郭の左右対称性や，肌が滑らかあるいは荒れているといった状態や

肌の色など，魅力知覚に重要な情報が隠される．その結果，遮蔽はマスクを着用し

ていない顔，すなわちもとの顔の魅力に応じて異なる効果をもたらす．例えば，左

右非対称な顔の輪郭や顔特徴の配置のずれ，顔特徴自体の歪みを備えている顔は，

魅力が低く知覚される (Little & Jones, 2003; Rhodes et al., 1998, 1999; Scheib et al., 

1999)．同様に，ニキビや傷も，顔の魅力を減衰させる (Jaeger et al., 2018)．このよう

な魅力が低い顔においては，魅力知覚において好ましくない特徴がマスクによって

視覚的に遮蔽されることで，顔の魅力が高く知覚される．一方で，顔の輪郭が左右

対称で顔の要素的特徴の位置もずれておらず，滑らかな肌を備えている顔は，魅力

が高く知覚される．このような魅力が高い顔においては，魅力知覚において好まし

い特徴がマスクによって視覚的に遮蔽されることで，顔の魅力がかえって低く知覚

される． 

 不健康さの想起は，マスクが不健康さと結びついているため，その着用者に対し

ても不健康であると感じられることを意味する．例えば，COVID-19 流行以前の日本

では，マスクはその着用者が風邪や花粉症などの呼吸器系のアレルギーといった症

状を抱えていることを示唆していた．そのため，マスクはその着用者が不健康であ

る，あるいはウイルスなどに対して脆弱であるという印象を引き起こしていた．こ

の不健康であるという認知は，顔の魅力知覚にはネガティブな影響を与える (Jones et 
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al., 2004)．それゆえ，不健康さは遮蔽とは異なり，もとの顔の魅力にかかわらず想

起されるため，不健康さによる魅力の減衰はもとの顔の魅力と独立して生じる．  

まとめると，この二要素モデルは，マスク着用によって魅力知覚における好まし

い特徴が遮蔽されることと不健康さの想起が足し合わされることによって，特にも

ともと魅力の高い顔の魅力が大きく低下することを予測する．一方で，もともと魅

力の低い顔においては，マスク着用によって魅力知覚における好ましくない特徴が

遮蔽されることによる魅力の増幅と，不健康さの想起による魅力の減衰が互いに打

ち消し合うことで，マスクを着用しても，知覚される顔の魅力は変化しないという

ことを予測する．この二要素モデルは，マスクとほぼ同じ領域を，不健康さと関連

のないノートや白いカードで遮蔽した場合に，遮蔽の効果のみが残ったことからも

支持されている (Miyazaki & Kawahara, 2016)．すなわち，不健康さの想起はマスクを

着用した場合にのみ生じる． 

 上述のような衛生マスク効果は，COVID-19 流行以前に見出されたものであるた

め，感染症の流行の反応としての人々の態度の変化が，衛生マスク効果も変容させ

ていると考えることは合理的である．例えば，Rudman et al. (2013) は環境保護主義政

治家に対する態度が，アメリカに壊滅的な被害をもたらしたハリケーンの後では向

上したことを示した．同様に，Siegrist and Visschers (2013) は，東日本大震災にかか

わる福島第一原子力発電所での事故が，スイスにおける原子力への受容態度にネガ

ティブな影響を与えたことを，事故前，事故直後，事故から 6 ヶ月後に実施した調
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査から明らかにした．したがって，近年の世界的に大規模な健康危機である COVID-

19 流行が，マスク着用者や，マスク着用顔に対する人々の態度に影響を与えている

可能性がある．実際，マスクの着用目的は，個人の健康状態 (病気あるいは呼吸器系

のアレルギー) から社会的規範の遵守のように，コミュニティーのメンバーを

COVID-19 に感染させない，メンバーから感染しないといった相互的な防護に変化し

てきた．この例の一つとして，COVID-19 流行下では，マスクを着用している他者を

みると，自身もマスクを着用すべきと人々が感じることが報告されている 

(Nakayachi et al., 2020)．したがって，マスク着用に関する態度が COVID-19 流行前後

で異なっていることが予測される．  

 そこで本研究では，COVID-19 流行によるマスク着用者に対する態度および知覚の

変化を検討するために 3 つの実験を実施した．実験 1 では，COVID-19 流行がマスク

着用者に対する信念をポジティブなものに変化させたかを，COVID-19 流行前に取得

されたデータと本研究で新たに取得したデータを比較し，検討する．なお本研究で

は，マスクの色 (白・黒) も要因に含めた．理由として，黒色は白色と比較してネガ

ティブな概念とより強く結びつく傾向があるからである (Lakens et al., 2013; Meier et 

al., 2004; Sherman & Clore, 2009; Specker et al., 2018)．さらに，黒色のマスク着用者は

白色のマスク着用者よりもネガティブに知覚されることが，COVID-19 流行前後の研

究から示されている (伊藤・河原, 2019; 鎌谷他, 2021)．しかし，COVID-19 流行下に

おいては，不健康さと黒色のマスクの連合が弱くなっている可能性も考えられる．
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COVID-19 流行に伴う日本におけるマスク着用の目的の変化から，マスクの色にかか

わらず，マスク着用者への態度は COVID-19 流行前よりもポジティブな方向へシフ

トすると予測した．実験 2 では，Miyazaki and Kawahara (2016) と同一の魅力評価課

題をおこなうことで，白色または黒色のマスク着用顔の魅力を測定した．マスク着

用顔の魅力における衛生マスク効果は，COVID-19 流行前と異なると予測した．具体

的には，感染症の流行によってマスクに対する不健康さの想起が低減され，マスク

による魅力の変化は，マスクによって顔が遮蔽されることのみの影響を受けると予

測した．実験 3 では，Miyazaki and Kawahara (2016) と同一の健康さ評価課題をおこ

なうことで，白色または黒色のマスク着用顔の健康さを測定した．COVID-19 流行に

よるマスクの着用目的の変化とそれによるマスクと不健康さの連合が弱まったこと

から，COVID-19 流行前よりも流行下において，マスクを着用した顔はより健康的だ

と知覚されると予測した．  

 

2.2 実験 1: マスク着用者に対する魅力と健康さの信念 

 COVID-19 流行前と比較して流行下では，白色のマスク着用者に対する魅力と健康

さについてポジティブな信念を持つ人が増加したかを検討した．また，COVID-19 流

行前にネガティブに評価された黒色のマスク着用者についても同様に，マスク着用

行動が普及したことによってポジティブな信念を持つ人が増加すると予測した．  
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2.2.1 方法 

参加者 286 名 (うち男性 153 名，女性 133 名，平均年齢 = 20.05 歳，標準偏差 = 2.27

歳) が，マスクを着用した女性に関する信念の調査に参加した．参加者数は Miyazaki 

and Kawahara (2016) と同一にした (286 名，うち男性 84 名，女性 202 名，平均年齢 = 

19.16 歳，標準偏差 = 2.27 歳)．この調査および後続の魅力・健康さ評定実験におい

て，すべての参加者は事前にインフォームドコンセントをおこない，謝金またはコ

ースクレジットと引き換えに実験に参加した．実験の手続きは北海道大学の倫理審

査委員会の承認を受けた． 

手続き Google Forms を用いて調査をおこなった．参加者は白色または黒色のマス

クを着用した女性に関して，魅力と健康さの信念を 7 件法のリッカート尺度を用い

て回答するように求められた．参加者が回答をおこなっている際に，マスクを着用

した女性の顔画像が呈示されることはなかった．調査は以下の 4 項目で構成されて

いた．1. 「あなたは，女性が「白い」衛生マスクを着用すると（着用しない場合に

比べて）顔の外見的魅力は上昇すると思いますか？それとも下降すると思います

か？」，2. 「あなたは，女性が「黒い」衛生マスクを着用すると（着用しない場合に

比べて）顔の外見的魅力は上昇すると思いますか？それとも下降すると思います

か？」，3. 「あなたは，「白い」衛生マスクを着用している人にどのような印象をい

だきますか？」，4. 「あなたは，「黒い」衛生マスクを着用している人にどのような

印象をいだきますか？」．1 と 2 の魅力に関する項目では，参加者は「1．非常に下降
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する」から「7．非常に上昇する」の範囲で回答をおこない，3 と 4 の健康さに関す

る項目では，参加者は「1．非常に不健康である」から「7．非常に健康的である」

の範囲で回答をおこなった．これらの項目は，同一のページ内にこの順番で表示さ

れた．データは COVID-19 流行下の 2020 年 6 月 26 日から 2020 年 12 月 4 日に収集し

た．  

統計分析 魅力の信念についての回答は，ネガティブな反応，中立な反応，ポジテ

ィブな反応の 3 つのカテゴリに分けた．すなわち，「1. 非常に下降する」から「3. や

や下降する」はネガティブな反応に集約した．同様に，「5. やや上昇する」から「7. 

非常に上昇する」はポジティブな反応に集約した．「4. 変化しない」は，中立な反応

に集約した．同様のカテゴリ分けを，健康さに関する反応にもおこなった．COVID-

19 流行前のデータ (i.e., Miyazaki & Kawahara, 2016; N = 286) と COVID-19 流行下の本

研究のデータを比較するために，カイ二乗検定と残差分析 (Haberman, 1973) を R 

(version 3.6.1) でおこなった． 
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2.2.2 結果 

 Figure 2 に魅力と健康さの信念についての回答割合を積み上げ棒グラフで示す．図

の上段が白色マスク，図の下段が黒色マスク着用者に対する回答である．それぞれ

のパネルの左の積み上げ棒は，COVID-19 流行前のデータを示し，右の積み上げ棒は

COIVD-19 流行下のデータを示す．なお，COVID-19 流行前のデータは白色マスク着

Figure 2  

COVID-19 流行前と流行下における魅力と健康さの信念の割合 

注) 上段は白色のマスク着用者に対する信念を示す．下段は流行前の白色のマスク

着用者と流行下の黒色のマスク着用者に対する信念を示す．流行前のデータは白

色マスク着用者への信念を検討した Miyazaki and Kawahara (2016) のものである．

したがって，COVID-19 流行前のデータは白色マスク着用者に対する信念のみであ

ることに注意されたい． 
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用者に対する信念のみであることに注意されたい．初めに，白色マスク着用者への

健康さおよび魅力の回答に，有意な時期の効果 (流行前，流行下) がみられた(健康さ: 

χ2 (2, N = 572) = 61.515, p < .001, V = .328; 魅力: χ2 (2, N = 572) = 42.447, p < .001, V = .272)．

まず，健康さのデータについて残差分析をおこなったところ，白色マスク着用者に

対して，「健康的だ」「どちらでもない」と回答した人数が，COVID-19 流行前と比較

して，COVID-19 流行下において増加していることが明らかとなった (ps < .001)．一

方で，「非健康的だ」と回答した人数は COVID-19 流行前と比較して，COVID-19 流

行下において減少した(p < .001)．また，魅力のデータについて残差分析をおこなっ

たところ，白色マスク着用者に対して，「魅力が上昇する」と回答した人数が，

COVID-19 流行前と比較して，COVID-19 流行下において増加していることが明らか

になった (p < .001)．一方で，「変化しない」「下降する」と回答した人数は，COVID-

19 流行前と比較して，COVID-19 流行下において減少した(ps < .012)． 

 次に，黒色マスク着用者への健康さに，有意な時期の効果 (流行前，流行下) がみ

られた (χ2 (2, N = 572) = 47.891, p < .001, V = .289)．残差分析をおこなったところ，黒

色マスク着用者に対して，「健康的だ」「どちらでもない」と回答した人数が，

COVID-19 流行前との白色マスク着用者に対する信念と比較して，COVID-19 流行下

において増加していることが明らかになった (ps < .003)．また，「非健康的だ」と回

答した人数は COVID-19 流行前と比較して，COVID-19 流行下において減少したこと

が明らかになった (p < .001)．一方で，魅力においては有意な時期の効果はみられな
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かった (χ2 (2, N = 572) = 5.691, p = .058, V = .100)． 

 

2.2.3 考察 

 本研究の結果は，COVID-19 流行下におけるマスク着用者に対する信念が，流行前

とは異なることを示した．マスクの色にかかわらず，マスク着用者に対して不健康

であるという信念をもつ人が減少し，健康的であるという信念を持つ人が増加し

た．すなわち，健康さという観点において，マスク着用者に対する信念はポジティ

ブな方向に変化した．また，魅力においては，白色マスク着用者に対して，マスク

着用によって魅力が増加するという信念を持つ人が増加し，魅力が低下するという

信念を持った人が減少した．しかし，黒色マスク着用者に対する魅力の信念は

COVID-19 流行前の白マスク着用者に対する魅力の信念と同様であった． 

 白色マスク黒色マスクともに，健康的であるという信念を持つ人が増加した理由

として，マスク着用目的の変化によるマスクと不健康さの連合が弱まったことが挙

げられる．COVID-19 流行前は，マスク着用は個人の健康状態と関連付けられてい

たが，流行下においては，個人の健康状態にかかわらず感染を拡大させないという

相互防御の観点から，社会全体として着用するものへと変化した．実際，COVID-

19 流行下のマスク着用動機として，マスクを着用している他者をみると，自身も

マスクを着用すべきと人々が感じるという，社会的規範に基づいたものがあること

が報告されている (Nakayachi et al., 2020)．これらのことから，マスクの色にかかわ
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らず，マスク着用者に対して健康的であるという信念を持つ人が増加した可能性が

ある． 

 同様に，白色マスク着用者に関しては魅力的が上昇するという信念を持つ人が増

加した理由にも，マスク着用目的の変化に伴うマスクと不健康さの連合が弱まった

ことが挙げられる．1.1.1 の顔の魅力知覚の健康さのセクションで論じたように，健

康さは魅力的だと評価されることの形態的特徴の 1 つである．したがって，白色マ

スク着用者に対して健康的でないという信念を持つ人が減少したことと関連して，

魅力的が上昇するという信念を持つ人が増加したと考えられる．一方で，黒色マス

ク着用者において魅力の信念について有意な時期の効果が見られなかったことは，

COVID-19 流行前の白色マスク着用者に対する魅力の信念と比較したため，時期の効

果を取り出せなかった可能性がある．実際，黒色のマスク着用者は白色のマスクを

着用者よりもネガティブに知覚されることが，COVID-19 流行前後の研究から示され

ている (伊藤・河原, 2019; 鎌谷他, 2021)．そのため，COVID-19 流行以前の比較対象

が，女性の黒色マスク着用者に対する魅力の信念であれば，時期の効果が見られた

可能性がある．事実，鎌谷ら (2021) では，男性の黒色マスク着用者に対する魅力の

信念では有意な時期の効果が見出され，COVID-19 流行前よりも流行下において，魅

力が上昇するという信念を持つ人が増加したことが示されていた． 
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2.3 実験 2: COVID-19 流行がマスク着用顔の魅力知覚に及ぼす影響 

 ここでは，COVID-19 の流行がマスク着用顔の魅力知覚に及ぼす影響を調査した．

具体的には，Miyazaki and Kawahara (2016) の実験 1 と同じ刺激と手続きによって魅

力を測定した．COVID-19 流行によって，マスクから想起される不健康さの程度が減

り，遮蔽の効果のみが残ることから，マスク着用顔の魅力における衛生マスク効果

は変化したと予測した．具体的には，もとの顔の魅力が低い顔はマスク着用によっ

て魅力が高く知覚される一方で，もとの顔の魅力が高い顔はマスク着用によって魅

力が低く知覚されると予測した (Figure 1 右下)． 

 

2.3.1 方法 

参加者 59 名の大学生および大学院生 (男性 29 名，女性 30 名; 平均年齢 = 19.98 歳, 

標準偏差 = 1.61 歳) が参加した．すべての参加者は矯正視力を含めて正常な視力と色

覚を有しており，北海道大学の参加者プールから集められた．なお，Miyazaki and 

Kawahara (2016) の参加者は 29 名 (男性 10 名，女性 19 名，平均年齢 = 19.31, 標準偏

差 = 1.11 歳) の大学生および大学院生であった． 

装置と刺激 データは COVID-19 流行下の 2020 年 5 月 19 日から 2020 年 6 月 30 日に

収集された．刺激は各参加者のパーソナルコンピュータ上のウェブブラウザに表示

され，lab.js ソフトウェア (Henninger et al., 2022) によって制御された．スマートフォ

ンを用いて実験に参加した参加者はいなかった．  
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 刺激は Miyazaki and Kawahara (2016) で使用されたものと同一であった．刺激は 66

枚の女性顔であり，日本人の若齢者の顔のデータベースから選択された (Kawahara & 

Kitazaki, 2013)．顔画像 (354 × 472 ピクセル)はカラーの JPEG フォーマットで，14 イ

ンチのラップトップスクリーンでの呈示サイズは，幅が 6.85 cm，高さが 9.10 cm で

あった．これらの顔画像は事前に 0 (非常に魅力的でない) – 100 (非常に魅力的であ

る) の範囲で魅力が評定されていた．66 枚のうち低魅力 (平均魅力評定値 = 20.29, 標

準偏差 = 2.66)，中魅力 (平均魅力評定値 = 38.01, 標準偏差 = 0.70)， が 22 枚，高魅力 

(平均魅力評定値 = 58.72, 標準偏差 = 2.86) 顔が 22 枚ずつ含まれていた．顔の表情

は，中立か微笑んでいるものであった．また，メガネをかけた人物の顔画像は含ま

れていなかった． 

 白色のマスク着用顔は，Adobe Photoshop CS6 を用いて選定した顔画像の上に白マ

スク画像を重ねることで作成された．顔画像に白色のマスク画像を重ねることで生

じる不自然なエッジは， Adobe Photoshop CS6 のガウシアンブラーを用いて取り除か

れた．これに加えて，新たに黒色のマスク着用顔を作成するために，Miyazaki and 

Kawahara (2016) と同一の手続きで画像を作成した．各魅力顔 22 枚のうち，半数がマ

スク着用顔 (白または黒) であり，もう半分がマスク非着用顔であった．  

手続き 毎試行，スクリーンの中央に顔画像が単一呈示され，画像の下に水平の評

価軸直線が呈示された．参加者は評価スケール上のスライダーを動かし，1 (非常に

魅力的でない) – 100 (非常に魅力的である) の範囲で呈示された顔画像の魅力を評価
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するように求められた．参加者が「次へ」ボタンをクリックすることで，魅力評定

値が記録された．先述の通り，参加者は 66 枚の顔画像を評定した．顔画像には，各

顔魅力 22 枚が含まれており，マスク着用画像とマスク非着用画像が半数であった．

参加者は同じ人物の顔を複数回見ることはなかった．それぞれの顔画像のマスクの

有無については，参加者間でカウンターバランスをとった．魅力評定値が記録され

た後，500ms のブランクを挟んで次の試行へと移った．この 1 試行の流れを Figure 3

に示す．刺激の呈示順序は参加者間でランダムであった．マスクの色は参加者内で

同一であり，参加者間要因とした．  

 

Figure 3 

魅力評価実験の 1 試行の流れ 

注) 画面中央に顔画像が単一呈示され，顔画像の下に水平の評価軸直線が呈示さ

れた． 
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2.3.2 結果 

 COVID-19 流行前のデータ (Miyazaki & Kawahara, 2016; N = 29) と流行下のデータ 

(本研究) を直接比較する前に，2 つの研究のベースライン，すなわちマスク非着用顔

の魅力評定値が同様かを検討した．その結果，時期 (流行前・流行下) ともとの顔の

魅力 (低・中・高) の間に交互作用がみられ，2 つの研究間のマスク非着用顔の魅力

評定値に差がみられた．具体的には，時期ともとの顔の魅力を独立変数，マスク非

着用顔の魅力評定値を従属変数として，2 要因の分散分析をおこなったところ，時期

の主効果 (F (1, 86) = 5.036, p = .027, ηp
2 = .055) およびもとの顔の魅力の主効果 (F (2, 

172) = 636.749, p < .001, ηp
2 = .881) が有意であった．また，時期ともとの顔の魅力の

交互作用も有意であった (F (2, 172) = 586.657, p < .001, ηp
2 = .096)．それゆえ，

COVID-19 流行前と流行下の直接比較は適切でないと判断した．以上のことから，

COVID-19 流行下に取得したデータの分析結果を以降では報告する．  

 Figure 4 は，もとの顔の魅力を横軸として，マスク着用顔 (実線) とマスク非着用顔 

(破線) の平均魅力評定値をプロットしたものである．被験者間要因としてマスクの

色 (白・黒)，被験者内要因としてもとの顔の魅力 (低・中・高) とマスクの有無 (あ

り・なし) を独立変数，魅力評定値を従属変数として 3 要因の分散分析をおこなっ

た．その結果，もとの顔の魅力の主効果がみられた (F (2, 114) = 455.147, p < .001, ηp
2 

= .888)．ホルム検定で多重比較をおこなったところ，もとの顔の魅力にともなっ

て，魅力評定値も増加したことが示された (ts (57) > 15.465, ps <.001, rs > .899)．ただ
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し，マスクの色とマスクの有無の主効果はみられなかった (マスクの色: F (1, 57) = 

0.734, p = .395, ηp
2 = .012; マスクの有無: F (1, 57) = 0.455, p = .502, ηp

2 = .007)．重要な

ことに，もとの顔の魅力とマスクの有無の交互作用がみられた (F (2, 114) = 25.221, p 

< .001, ηp
2 = .306)．単純主効果検定をおこなったところ，もとの顔の魅力が高い場

合，マスク着用顔でマスク非着用顔よりも魅力評定値が低かった (F (1, 57) = 15.420, 

p < .001, ηp
2 = .212)．対照的に，もとの顔の魅力が低い場合，マスク着用顔でマスク

非着用顔よりも魅力評定値が高かった (F (1, 57) = 7.360, p = .008, ηp
2 = .114)．もとの

顔の魅力が中程度の場合は，マスク着用顔と非着用顔の魅力評定値の間に有意な差

注) エラーバーは標準誤差を示す． 

Figure 4 

マスクの有無ともとの顔の魅力ごとの平均魅力評定値 
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はみられなかった (F (1, 57) = 0.061, p = .804, ηp
2 = .001)．  

 

2.3.3 考察 

 実験 2 では，衛生マスク効果の二要素モデルを支持する重要な交互作用を見いだ

した．具体的には，もとの顔の魅力が低い場合，マスク着用顔はマスク非着用顔よ

りも魅力的であると知覚された．一方で，もとの顔の魅力が高い場合，マスク着用

顔はマスク非着用顔よりも魅力的でないと知覚された．この結果は，健康状態と関

連しない物体の遮蔽による Miyazaki and Kawahara (2016) の結果と一致する．また，

本研究の仮説(Figure 1 の右列) とも一致した．なお，マスクの色が魅力評定に及ぼす

影響はみられなかった． 

 Miyazaki and Kawahara (2016) が提案した二要素モデルは，衛生マスク効果が顔の

下部が遮蔽されることによって，魅力知覚にとって有用な情報が遮蔽されること

と，マスクから想起される不健康さの組み合わせによって生じることを示してい

る．実験 2 のデータは COVID-19 流行下で取得されたものであるため，マスクと不

健康さの連合は弱くなっていると考えられる．したがって，想起される不健康さに

よってマスク着用顔の魅力が低下することはなく，魅力は視覚的な遮蔽によっての

み変化した．すなわち，マスク非着用顔と比較して，もとの顔の魅力が低い場合に

はマスク着用によってより魅力的だと知覚され，もとの顔の魅力が高い場合はマス

ク着用によって魅力が低く知覚される． 
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 また，マスクの色が魅力知覚に与える影響は非常に小さかった．先行研究におい

ては，もとの顔の魅力が高い場合に黒色マスクは白色マスクよりも魅力が低く知覚

されていることが示されている (伊藤・河原, 2019; 鎌谷他, 2021)． しかし，本研究で

はそのような効果はみられなかった．先行研究 (伊藤・河原, 2019; 鎌谷他, 2021) で

は，マスクの色を参加者内要因としていた．そのため，白色マスク着用者との対比

から，黒色マスク着用者の魅力が低く知覚された可能性がある．一方，本研究では

マスクの色を参加者間要因としていた．したがって，本研究では白色マスクと黒色

マスク着用者が直接比較されることがなく，どちらの色のマスクも実験 1 で示され

たように不健康さとの関連が弱まったものとみなされたため，マスクの色が魅力知

覚に与えた影響が非常に小さかった可能性がある．  

 

2.4 実験 3: COVID-19 流行がマスク着用顔の健康さ知覚に及ぼす影響 

 ここでは，COVID-19 の流行がマスク着用顔の健康さ知覚に及ぼす影響を調査し

た．具体的には，Miyazaki and Kawahara (2016) の実験 5 と同じ刺激と手続きによっ

て健康さを測定した．マスク着用顔は COVID-19 流行前と比較して，不健康さの知

覚が低減されると予測した．なぜならば，COVID-19 流行によって，マスクの着用目

的が，個人の健康状態 (例えば，風邪をひいているなど) から社会全体として

COVID-19 の感染拡大を防ぐというものに変化したため，マスクと不健康さの連合が

弱くなったことが考えられるからである． 
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2.4.1 方法 

参加者  成人 44 名 (男性 23 名，女性 21 名; 平均年齢 = 41.18 歳, 標準偏差 = 9.98 歳) 

が参加した．すべての参加者は，クラウドソーシングサービスの CrowdWorks を用い

て募集した．なお，Miyazaki and Kawahara (2016) の参加者は 26 名 (男性 7 名，女性

19 名，平均年齢 = 18.46, 標準偏差 = 0.69 歳) の大学生および大学院生であった． 

装置と刺激 データは COVID-19 流行下の 2021 年 1 月 15 日に収集した．教示およ

び刺激は各参加者のパーソナルコンピュータ上のウェブブラウザに表示され，lab.js

ソフトウェア (Henninger et al., 2022) によって制御された．反応はマウスクリックま

たはタッチパッドで記録された．スマートフォンを用いて実験に参加した参加者は

いなかった．刺激は実験 2 と同一であった． 

手続き 刺激と手続きは，評価方法を除いて実験 2 と同一であった．参加者は評価

スケール上のスライダーを動かし， 1 (非常に健康的でない) – 100 (非常に健康的であ

る) の範囲で呈示された顔画像の健康さを評価した．参加者が「次へ」ボタンをクリ

ックすることで，健康さ評定値が記録された．実験 2 においてマスクの色の効果は

みられなかったため，実験 3 ではマスクの色 (白・黒) を要因から外した．  

 

2.4.2 結果 

 Figure 5 は，もとの顔の魅力を横軸として，マスク着用顔 (実線) とマスク非着用顔 
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(破線)，そして COVID-19 流行前 (青線) と流行下 (黒線) における健康さの平均評定

値をプロットしたものである．時期 (流行前・流行後) の効果を検討するために，本

実験と Miyazaki and Kawahara (2016; N = 26) の健康さ評定値を比較した．そのため，

被験者間要因として時期 (流行前・流行後) を，被験者内要因としてもとの顔の魅力 

(低・中・高) とマスクの有無 (あり・なし) を独立変数，健康さ評定値を従属変数と

した 3 要因の分散分析をおこなった．その結果，時期，もとの顔の魅力およびマス

クの有無の主効果が有意であった (時期: F (1, 68) = 6.097, p = .016, ηp
2 = .082; もとの

顔の魅力: F (2, 136) = 273.266, p < .001, ηp
2 = .800; マスクの有無: F (1, 68) = 71.164, p 

< .001, ηp
2 = .511)．時期の主効果より，COVID-19 流行下では流行前と比較してマス

ク着用顔の健康さが高く評定されたことが示された．また，マスクの有無の主効果

より，マスク着用顔はマスク非着用顔よりも健康さが低く評定されたことが示され

た．もとの顔の魅力の主効果に関してホルム検定で多重比較をおこなったところ，

もとの顔の魅力にともなって，健康さの評定値も増加したことが示された (ts (68) > 

8.769, p < .001, rs >.729)．重要なことに，時期とマスクの有無の交互作用が有意であ

った (F (1, 68) = 4.669, p = .034, ηp
2 = .064)．単純主効果検定をおこなったところ，マ

スク着用顔は COVID-19 流行下において流行前よりも，健康さの評定値が高かった 

(F (1, 68) = 10.313, p = .002, ηp
2 = .131)．しかし，マスク非着用顔では時期の効果はみ

られなかった (F (1, 68) = 0.376, p = .541, ηp
2 = .005)．また，もとの顔の魅力とマスク

の有無の交互作用が有意であった (F (2, 136) = 11.407, p < .001, ηp
2 = .143)．単純主効



49 

 

果検定をおこなったところ，もとの顔の魅力にかかわらずマスク非着用顔はマスク

着用顔よりも健康さは低く評定された(Fs (1, 68) > 17.870, ps < .001, ηp
2s > .208)．その

他に，有意な交互作用はみられなかった (時期×もとの顔の魅力: F (2, 136) = 0.250, p 

= .778, ηp
2 = .003; 時期×もとの顔の魅力×マスク: F (2, 136) = 0.999, p = .370, ηp

2 

= .014)． 

 

2.4.3 考察 

 実験 3 では，予測と一致してマスク着用顔に対する不健康さの知覚が，COVID-19

注) エラーバーは標準誤差を示す． 

Figure 5 

マスクの有無ともとの顔の魅力および時期ごとの平均健康さ評定値 
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流行前と比較して流行後において低減されたことを示した．この不健康さの低減

は，マスクの着用目的が変化したことによるものだと考えられる．COVID-19 流行前

はマスクを個人の健康状態と関連付けていた一方で，COVID-19 流行下においては，

ウイルスの拡散を防ぐことや，社会的規範の遵守 (Nakayachi et al., 2020) といった健

康状態と非関連なものと関連付けられるようになったこととも一致する．なお，本

研究では Miyazaki and Kawahara (2016) とは異なるサンプルで実験をおこなったた

め，参加者の平均年齢が 41.18 歳と高くなっている．しかし，マスク非着用顔の健康

さ評定値，すなわちベースラインの評定値については，流行前後で有意な差がみら

れなかった．したがって，サンプルの違いがマスク着用顔の健康さ評定における流

行前後の差を反映しているとは考えにくい． 

 これらの結果は，2 つの観点で実験 1 とも一致する．1 つ目は，COVID-19 流行下

において，マスク着用と不健康さの関連が信念・知覚の両方で弱くなったことであ

る．2 つ目は，不健康さの知覚の低減は，実際に顔を見る場合 (実験 3) であれ，想像

する場合 (実験 1) であれ，マスクの色にかかわらず生じることである．魅力知覚に

おける衛生マスク効果は，Miyazaki and Kawahara (2016) の二要素モデルで説明され

るように遮蔽と不健康さの相互作用で決定されるため，不健康さによるネガティブ

な影響が低減する (実験 1・3) ことで遮蔽の影響だけが残り，これが単独あるいは主

としてマスク着用顔の魅力知覚に作用する．それゆえ，二要素モデルは実験 2 の結

果についても一貫して説明することができる．すなわち，遮蔽は魅力的な顔におい
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ては好ましい特徴を隠し，魅力的でない顔においては好ましくない特徴を隠すた

め，もとの顔が魅力的な場合はマスク着用によって魅力が過小評価され，もとの顔

が魅力的でない場合はマスク着用によって魅力が過大評価される．  

 

2.4. 第 2 章総合考察 

 本研究では，COVID-19 流行がマスク着用者に対する信念とマスク着用顔の魅力お

よび健康さに与えた影響を，流行前後に取得したデータを比較することで検討し

た．実験 1 は COVID-19 流行下におけるマスク着用者への信念が，流行前と異なる

ことを示した．すなわち，マスクの色にかかわらず，マスク着用者に対して不健康

だという信念を持つ人が減少し，健康的だという信念を持つ人が増加した．信念に

おけるこの変化は，実験 2 で示した COVID-19 流行下における衛生マスク効果の変

化とも一貫している．COVID-19 流行前において，マスク着用者は概して魅力が低く

知覚されていた．これは，マスク着用によって魅力的が高い顔は大きく割り引か

れ，魅力的が低い顔においては割引が小さいか無視できるほどのものであった 

(Miyazaki & Kawahara, 2016)．魅力的でない顔における割引は本研究では生じず，む

しろマスク着用顔のほうがマスク非着用顔よりも魅力が高く知覚された． 

 マスク着用顔への魅力知覚におけるこの変化は，マスクと不健康さの連合が弱ま

ったことで説明できる．さらに，この連合が弱まったことは，COVID-19 流行下にお

けるマスク着用顔が流行前のマスク着用顔と比較してより健康的に知覚されるとい
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う実験 3 の結果によっても裏付けられた．もちろん，マスク着用顔は時期にかかわ

らずマスク非着用顔よりも健康さは低く知覚されたが，本研究のデータは，マスク

の着用と不健康さの連合が弱まったことを示した．この連合の弱まった理由とし

て，マスクの使用目的の変化が挙げられる．COVID-19 流行前において，マスクは咳

や鼻水，あるいは花粉症といった，着用者個人の健康状態と関連付けられていた．

しかし，COVID-19 流行下においては，マスクは COVID-19 の感染拡大を防ぐという

社会的全体としての目的と関連付けられるようになり，他者のマスク着用を見かけ

ると，自分もマスクを着用するべきだと感じる社会的規範にもなった (Nakayachi et 

al., 2020)． 

 本研究の一連の結果は，衛生マスク効果の二要素モデルと一致する．Miyazaki and 

Kawahara (2016) は COVID-19 流行前に提案したこの二要素モデルを支持する収束的

な根拠を既に示していた．二要素モデルに基づけば，マスク着用にともなう不健康

さの知覚を取り除くことで，魅力評価におけるネガティブな影響が低減することが

予測される．実際，Miyazaki and Kawahara (2016) はマスクの代わりに不健康さと関

連のないノートで顔が遮蔽された場合には，予測通り魅力評価におけるネガティブ

な影響が低減したことを示した．また，マスクと同様の顔下部の領域を白色のカー

ドで遮蔽した場合も，やはり不健康さとの関連はないため，ノートによる遮蔽と同

様の結果が得られた (Miyazaki & Kawahara, 2016)．これらの結果は，COVID-19 流行

によって不健康さとの関連が弱まったマスクを着用した顔の魅力を検討した実験 2



53 

 

の結果のパターンとも同様であり，二要素モデルと一致する．  

 先行研究および本研究のデータは，マスク着用による魅力変調のメカニズムの根

底には，重要な顔特徴が遮蔽されることを示した．魅力の低い顔を遮蔽すること

で，左右非対称な輪郭やアンバランスな顔特徴の配置，ニキビなどのネガティブな

特徴が隠される．これにより，魅力評定が平均回帰するため，もとの魅力が低い顔

の魅力が増幅する．これと逆のことが魅力的な顔においては生じる．すなわち，魅

力の高い顔を遮蔽することで，左右対称な輪郭やバランスの取れた顔特徴の配置，

なめらかな肌といったポジティブな特徴が隠される．これにより，魅力評定が平均

回帰するため，もとの魅力が高い顔の魅力は減衰する．この考え方は実験 2 の結果

と一致する．不健康さとマスクを着用することの連合が COVID-19 流行下では弱ま

ったため，マスクが想起させる不健康さの程度は，Miyazaki and Kawahara (2016; 実

験 3a, 3b, and 4) でノートやカードで顔を遮蔽した場合と同等であるといえる．．  

 本研究は，社会的な出来事，すなわち COVID-19 の流行がマスク着用顔の魅力知

覚に与えた影響を明らかにした．ハリケーンによって深刻な被害を受けた人は，環

境保護主義政治家を支持する態度に変化したように (Rudman et al., 2013)，本研究で

みられたマスク着用顔への魅力と健康さの信念と知覚の変化は，日本において

COVID-19 が顕在的に流行してからわずか数か月で生じており (日本における最初の

感染者確認は 2020 年 1 月 16 日)，これは COVID-19 流行の影響力が強いことを示唆

する．COVID-19 がマスク着用顔への信念や知覚に影響を与えたことに基づくと，マ
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スク着用による魅力変調は，感染症の流行状況を直接反映したものになることが予

測される．すなわち，本研究では短期間に起こる顔認知の文脈的な変調を実証した

といえる．実験室実験においても個人が観察する対象の文脈によって顔の魅力の変

調が生じることから (例えば，実験の冒頭 2/3 試行を髭のある顔または髭のない顔だ

けを見せる; Janif et al., 2014)，本研究で観察された変調は，流行状況の深刻さによっ

ても変化することが考えられる．マスク着用顔に関する信念と知覚を長期的に測定

することで，COVID-19 の流行が社会全般に及ぼした影響に関してより詳細な情報を

もたらすことができるだろう．  

 本研究には，2 つの限界がある．まず 1 つ目は，マスク着用顔の魅力知覚につい

て，本研究の結果は予測と一致していたものの，先行研究 (Miyazaki & Kawahara, 

2016) と本研究における，マスク非着用顔，すなわちベースラインの違いによって直

接比較ができなかったことである．本研究で得られたマスク着用による魅力変調

は，COVID-19 流行前とは異なるものであった．しかし，ベースラインの違いから流

行前と流行下のデータを直接分析することできなかった．このベースラインの違い

は，先行研究と本研究における参加者の男女比の違いを反映した可能性がある．本

研究の参加者は男性 29 名，女性 30 名と半数ずつであったのに対し，Miyazaki and 

Kawahara (2016) では，男性 10 名，女性 19 名と男女比が不均等であった．本研究の

ベースラインの魅力評定値が，Miyazaki and Kawahara (2016) よりも低かったことか

ら，男性が女性顔の魅力を厳しく評定していた可能性がある．それゆえ，COVID-19
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流行がマスク着用顔の魅力知覚に与える影響の解釈には注意が必要であり，さらな

る検証を重ねることが望まれる．2 つ目は，マスクの着用目的が社会的規範とみなさ

れるものに変化したことによって，マスク着用顔を魅力的でないと評価することを

避ける要求バイアスが入り込んだ可能性を排除できないことである．この要求バイ

アスによる説明は，もとの顔の魅力が低い顔におけるマスク着用による魅力の増幅

をうまく説明することができる．しかし，もとの顔の魅力が高い顔におけるマスク

着用による魅力の減衰については当てはまらない．したがって，本研究の結果は要

求バイアスのみでは説明できないと考える．それでもなお，この要求バイアスにつ

いては未検討であるため，これは本研究の限界である． 

 本研究や Miyazaki and Kawahara (2016) では，遮蔽による魅力の増幅・減少効果の

メカニズムとして，魅力判断に利用可能な手がかりが減るため，魅力評定値が平準

化することを想定していた．以降の議論では，これを平準化仮説と呼ぶ．他方，遮

蔽によって顔の魅力が変化することを報告している研究があるものの，想定されて

いるメカニズムが平準化仮説と異なるものがある．Orghian & Hidalgo (2020) は，

Figure 6 に示すように遮蔽パターン (縦半分，縦 2/3 あるいはランダムなドット) にか

かわらず，遮蔽顔は素顔よりも魅力が高く知覚されることを示した．この遮蔽によ

る魅力増幅効果のメカニズムとして，遮蔽部分に平均顔を補間する処理によって，

顔の魅力が増幅することを想定していた．平均顔は，1.1.1 の平均性のセクションで

概説したように，目や鼻，顔の輪郭などの形状やサイズが集団の平均的なものであ
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るため，魅力的であると知覚される顔のことである．すなわち，遮蔽部分に魅力的

な顔を補うため，素顔よりも魅力が増幅されるというメカニズムを提案した．以降

の議論では，これを平均顔補間化仮説と呼ぶ． 

 しかし，どちらの仮説も他方の仮説を支持する結果を説明することができない．

具体的には，平準化仮説では，魅力評定値が平均に回帰するとされているため，魅

力の高い顔は遮蔽によって魅力が減少するはずである．しかし，Orghian and Hidalgo 

(2020) では，そのような魅力の減少は報告されていない．同様に，平均顔補間仮説

では，遮蔽部分に魅力的な顔が補われるため，顔の魅力にかかわらず遮蔽によって

魅力が増幅するはずである．しかし，本研究や Miyazaki and Kawahara (2016) では，

魅力の高い顔は遮蔽によって魅力が減少していた．この点において，筆者は遮蔽に

よる顔の魅力増幅・減少効果を包括的に説明できる仮説を第 3 章で提案し，検証し

た． 

Figure 6 

Orghian and Hidalgo (2020) で用いられた刺激例 

注) Orghian and Hidalgo (2020) をもとに作成した．顔画像は This person does not exist 

(https://thispersondoesnotexist.com/) から取得され，敵対的生成ネットワークによって

生成された架空の人物である． 
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第 3 章 視覚的経験量が異なる 

自人種・他人種の遮蔽顔の魅力知覚の検討 
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 第 2 章では，COVID-19 流行に伴いマスク着用者への信念および知覚が変化したこ

とを示した．本章では，COVID-19 流行下において単なる遮蔽物となったマスク着用

顔の魅力評価において，顔のカテゴリ，特に自人種顔か他人種顔かによってマスク

着用による魅力変調効果が異なるかを検討した． 

 

3.1 序論 

 顔は他者との相互作用において非常に多くの情報を伝達する．COVID-19 流行によ

って，マスクの利用は世界的に増加した．マスクは呼吸器のウイルス粒子の吸い込

みや吐き出しを阻止することによって，病気から我々を防護する (Asadi et al., 2020; 

Chu et al., 2020; Li et al., 2021)．しかし，対人認知やコミュニケーションの観点で不

利益をもたらす．例えば，マスクは人物同定や (Carragher & Hancock, 2020; Freud et 

al., 2020; Noyes et al., 2021)，情動認知 (Carbon, 2020; Grundmann et al., 2021; Noyes et 

al., 2021; Parada-Fernández et al., 2022)，顔の魅力知覚を阻害する (Hies & Lewis, 2022; 

Kamatani et al., 2021; Miyazaki & Kawahara, 2016; Patel et al., 2020)． これらの不利益は

マスクによって顔の下半分が遮蔽されることによって生じる． 

 COVID-19 流行以降の研究によって，マスクによる顔の遮蔽が魅力知覚に与える影

響は体系的に明らかにされてきた．Patel et al. (2020) では，マスク着用顔はマスク非

着用顔よりも魅力的であると知覚されることが示された．ここでは，参加者はマス

ク着用顔と非着用顔の両方について，その魅力を 1 (魅力的でない) から 10 (魅力的で
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ある) の範囲で評定するように求められた．その結果，マスク非着用顔が魅力的でな

いあるいは平均的な場合において，マスク着用によって魅力が高く知覚されること

が明らかになった．マスク着用による魅力の増幅は，後続の研究によっても示され

ている (Hies & Lewis, 2022)．類似の効果は，マスク以外の遮蔽物によってもみられる 

(Orghian & Hidalgo, 2020; Sadr & Krowicki, 2019)．Orghian and Hidalgo (2020) は，遮蔽

パターン (縦半分，縦 2/3 あるいはランダムなドット) にかかわらず，遮蔽顔は素顔よ

りも魅力が高く知覚されることを示した．そして，この遮蔽による魅力増幅効果は，

遮蔽部分に平均顔を補間する処理によって生じるとする平均顔補間仮説を提案した．

いくつかの研究は，平均顔が最も魅力的な顔ではなく，ベビースキーマや性的二形

が強調された特徴をもつ顔が最も魅力的であることを示している (Alley & 

Cunningham, 1991; Etcoff et al., 2011)．しかし，顔の平均性は発達の安定性やヘテロ接

合を反映するため，配偶において有利であることから，複数の顔画像を重ね合わせ

て作成される平均顔が魅力的であると知覚される (Apicella et al., 2007; Langlois & 

Roggman, 1990; Rhodes & Tremewan, 1996)．それゆえ，遮蔽された部分を平均顔の表

象で補うことで，非遮蔽顔よりも魅力的だと知覚される．しかし，近年の知見は必

ずしもその限りではないことを示している． 

 先述とは異なる研究グループも遮蔽の効果を見出したものの，それはもとの顔の

魅力の影響を受けるものであった (Kamatani et al., 2021; Miyazaki & Kawahara, 2016)．

例えば， Kamatani et al. (2021) では，魅力が低い顔はマスク非着用顔よりもマスク着
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用で魅力が高く知覚される一方で，魅力が高い顔はマスク非着用顔よりも魅力が低

く知覚された．このマスク着用による効果は，顔の魅力判断における手がかりがマ

スクによる遮蔽によって減少することで生じる．例えば，左右非対称な輪郭や，ず

れたりゆがんだりしている顔特徴 (Little & Jones, 2003; Rhodes et al., 1998, 1999; Scheib 

et al., 1999)，ニキビや傷 (Jaeger et al., 2018) といった，顔の魅力を低く知覚しうる特

徴が遮蔽されることで，魅力の低い顔は高く知覚される．その一方で，左右対称な

輪郭や滑らかな肌といった，顔の魅力を高く知覚しうる特徴が遮蔽されることによ

って，顔の魅力が低く知覚される．すなわち，遮蔽顔の魅力は平均に回帰するとい

う平準化仮説を提案した．  

 上述のように，マスクによる遮蔽の効果は，顔の魅力に影響を与えるものの (Hies 

& Lewis, 2022; Kamatani et al., 2021; Miyazaki & Kawahara, 2016; Patel et al., 2020)，遮蔽

の効果は研究間で異なっている．重要なこととして，Patel et al. (2020) や Hies and 

Lewis (2022) はもとの顔の魅力にかかわらず概して遮蔽によって素顔よりも魅力が高

まることを見出しているのに対し，Kamatani et al. (2021) や Miyazaki & Kawahara 

(2016) は，魅力の高い顔は遮蔽によって魅力が低く知覚され，魅力の低い顔は遮蔽

によって魅力が高く知覚されるという交互作用を見出している．この交互作用は，

マスク着用によって顔の魅力が概して向上することの理由として考えられている，

平均顔を補間するという平均顔補間仮説では説明できない．一方で，もとの顔の魅

力にかかわらず顔の魅力が遮蔽によって概して向上することを，顔の魅力判断にお
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ける手がかりの減少によって魅力評価が平均に回帰するという平準化仮説では説明

できない． 

 そこで，筆者はマスク着用による遮蔽部分には魅力的だとされる平均顔ではなく，

最頻値の魅力の顔テンプレートで補われることによって，先行研究間の結果が一貫

しないことを提案する．この考えは，遮蔽の効果はもとの顔の魅力に依存するとい

う知見 (Kamatani et al., 2021; Miyazaki & Kawahara, 2016) によっても支持される．これ

らの研究では，参加者と刺激として呈示される顔画像の両方が日本人であった．参

加者は，自身の経験に基づく最頻値，すなわち中程度の魅力の日本人顔のテンプレ

ートを形成する．これは，単一の平均顔のテンプレートではなく，様々な顔の魅力

の中でも最も頻繁に見る中程度な魅力顔に関して蓄積された統計的な根拠に基づく

テンプレートを指す．そのような中程度な魅力のテンプレートには，中程度な魅力

の顔にあるような顔の輪郭の左右対称性や，顔のパーツの全体的な配置や肌の滑ら

かさなどが含まれている．実際，参加者は他人種と比較して自人種の顔観察時にお

いて，適切なテンプレートを形成できる (Zhou et al., 2016)．それゆえ，マスク着用顔

に遭遇した際，中程度の魅力の顔テンプレートを遮蔽された部分に補っている可能

性が考えられる． 

 最頻値である中程度の魅力の顔テンプレートを利用することは，遮蔽されている

顔の知覚において合理的である．なぜならば，統計的に最もありえそうなサンプル

であり，そのような顔を補った場合に予測される顔と，覆いが外されたときに明ら
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かになる実際の顔との誤差修正のコストが少なくなるからである．しかし，先行研

究のように参加者が多様な集団から集められたと推測される場合や (Patel et al., 2020)，

刺激に多様な人種の顔が含まれている場合では，参加者自身の最頻値の魅力が中程

度の魅力であると想定できない (Hies & Lewis, 2022; Patel et al., 2020)．十分な視覚経

験が蓄積されている自人種の顔においては最頻値である中程度の魅力の顔のテンプ

レートを形成できる可能性がある．一方で，他人種の顔においては他人種効果 

(Cross-Race effect; Apicella et al., 2007; Hourihan et al., 2012) に代表されるように，顔の

細部への感度が低くなるため，自人種と同程度の質の中程度の魅力の顔テンプレー

トを作成することは困難である．その上，不十分な他人種顔への視覚的経験の記憶

から利用可能な知識を集約したり，俳優やスポーツ選手・政治家といった有名人の

ような他人種の代表的な顔によってバイアスがかかった顔テンプレートが作成され

る可能性がある．その結果，統計的に最もありえそうなサンプルは中程度の魅力よ

り，魅力的な顔に偏っている可能性がある．したがって，参加者がマスク着用顔を

見る際には，自身の経験に基づく最頻値の魅力の顔テンプレートは中程度というよ

りは魅力的な顔に偏った顔のテンプレートとなる．これを遮蔽部分に補うため，結

果として遮蔽顔は魅力的であると知覚される． 

 このモデルを Figure 7 に図示した．縦軸は頻度を示し，横軸は顔の魅力を示してい

る．左側の二つのパネルは，現実世界における自人種 (A) と他人種 (B) の顔の魅力の

分布を示している．具体的には，(A) はある人種集団の人々の顔をその人種集団の
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人々が評価した顔の魅力評定値を蓄積した「現実世界の顔の魅力分布」である．(B) 

は (A) とは異なる人種集団の人々の顔をその人種集団の人々が評価した「現実世界の

顔の魅力分布」である．パネル (C) は，中程度の魅力の顔を最も頻繁に見る自分自身

の経験に基づく，観察者固有の顔魅力の分布を示す．塗りつぶされた円は，遭遇し

た個人を表す．パネル (C) において，観察者は自人種の中程度の顔を最も頻繁に遭遇

しており，極端に魅力的な顔や極端に魅力的でない顔には相対的にほとんど遭遇し

ていないことを表す．大数の法則により，観察者が想起する最頻値の魅力の顔は，

現実世界の母集団における中程度の魅力の範囲に近似する．しかし，これは他人種

の顔については当てはまらない (D)．他人種の顔をみる機会が少ない環境では，メデ

ィアを通した俳優やスポーツ選手・政治家など，ほとんどが魅力的と評価される顔

への接触に偏る．これは，他人種の顔のサンプル自体が非常に少なく，魅力的な顔

に経験が偏ってしまうためである．その結果，パネル (D) に示すように，分布は非常

に魅力的な方向に偏り，観察者の内的な表象としての最頻値の魅力の顔は，現実世

界の母集団における中程度の魅力の範囲よりも高くなる2． 

 
2 この点は，身長に例えて説明することもできる．我々は，自人種の身長の分布は比

較的正確に把握しているが，他人種の身長の分布については，俳優やスポーツ選手

のイメージに影響されて，身長を高く想像してしまう． 
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 そこで本研究では，マスク着用顔への魅力知覚は，その顔のカテゴリ (自人種か他

人種か) への経験に依存するという最頻値補間仮説を検証するために，マスク非着用

顔と着用顔の魅力度を自人種 (実験 1: 日本人参加者が日本人女性の顔を評価する) と

他人種 (実験 2–4: 日本人参加者が黒人，白人，日本人以外のアジア人女性の顔を評価

する) それぞれについて測定し，比較することとした．本研究では，遮蔽部分に補間

される顔テンプレートが人種によってどのように異なるのかという点に注目した．

注) (A) は自人種顔の現実世界における魅力評定値の分布， (B) は現実世界における他

人種の魅力評定値の分布を示す．(C) 自人種顔における観察者自身の経験に基づく魅

力評定値の分布 (赤色の実線) を示す．縦軸は頻度を示し，横軸は顔の魅力評定値を示

す．塗りつぶされた円は観察者が遭遇した顔を示す．観察者は自人種の顔においては

中程度な魅力の顔に最も頻繁に遭遇している．(D) 観察者の経験が芸能人などの魅力

の高い顔に限られるため，他人種顔における観察者自身の経験に基づく魅力評定値 

(赤色の実線) の分布は高い方に偏ることを示す． 

Figure 7 

最頻値補間仮説の概念図 
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マスク着用による魅力変調効果は性別に依存しない (Hies & Lewis, 2022; Miyazaki & 

Kawahara, 2016; Pazhoohi & Kingstone, 2022, 実験 1)．したがって，本研究の仮説の検

証 に は ， 女 性 の 顔 の み を 刺 激 と し て 用 い た ． 

 参加者が最頻値の魅力の顔テンプレートに基づいて遮蔽部分を補間しているので

あれば，他人種に関する顔のテンプレートは魅力が高いものに偏るため，他人種の

マスク着用顔はもとの魅力にかかわらず，魅力的であると知覚されると考えられる．

したがって，他人種のマスク着用顔は，マスク非着用顔よりも魅力的に知覚される

と予測した．一方で，自人種に関する顔テンプレートは，現実世界の中程度の魅力

の顔に近似していると考えられるため，マスク顔の魅力は，もとの顔の魅力との交

互作用がみられることが予測される．すなわち，魅力的でない顔はマスク着用で魅

力が向上し，魅力的な顔はマスク着用で魅力が低下すると予測される．  

 しかし，この仮説を検証するためには 2 つの検証すべき点がある．1 つ目は，自人

種顔よりも他人種顔への遭遇頻度が低いか否かという点である．最頻値補間仮説は，

観察者が自人種顔よりも他人種の顔への遭遇頻度が低いく，視覚的経験が乏しいこ

とを仮定している．この点については，マスク着用顔の魅力評定実験とは別に，他

人種の顔への遭遇頻度を調査することで検討した． 2つ目は，他人種への排他的な態

度が交絡する可能性である．他人種のマスク着用顔が，マスク非着用顔よりも魅力

的であると評価されたとしても，マスク着用によって魅力が向上したと解釈するこ

とはできない．むしろ，代替の可能性として，マスク非着用顔の魅力が低く知覚さ
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れることが考えられる．COVID-19 流行に伴い，外国人への排他的な態度が増加した

ことから (Yamagata et al., 2020)，マスクを着用していない他人種は，感染症対策の脅

威とみなされることで，マスク非着用顔への評価が下がる可能性が考えられる．例

えば，Yamagata et al. (2020) は，感染忌避傾向と外国人に対する強い排他的態度との

間に相関関係を見出した．そこで本研究では，感染忌避の態度がマスク非着用顔へ

の否定的な評価と関連するかどうかを検討するために，感染脆弱意識尺度 (PVD 尺

度) についても併せて尋ねた．感染脆弱意識尺度は 15 項目で構成されており，2 つの

下位尺度に分けられる．一つは易感染性であり，これは自身の感染症へのかかりや

すさに関する信念を評価するものである．もう一方は感染嫌悪であり，感染経路で

ある可能性が高いものに対する自身の不快感に関する信念を評価するものである 

(Duncan et al., 2009; Fukukawa et al., 2014)．もし，本研究の結果がマスク非着用顔への

感染忌避に起因するのであるならば，感染症への懸念とマスク非着用顔の魅力知覚

には負の相関があると予測される．すなわち，感染脆弱意識尺度得点の高い人は，

低い人よりも，他人種のマスク非着用顔を魅力的でないと評価すると考えられる． 

 

3.2 方法 

3.2.1 魅力評定課題 

参加者 156 名の大学生または大学院生が実験に参加した．参加者は先述の 4 つの実

験に割り当てられた(実験 1, 60 名, 平均年齢 = 18.37 歳, 標準偏差 = 0.63 歳, うち女性 31
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名; 実験 2, 32 名, 平均年齢 = 20.50 歳, 標準偏差 = 2.29 歳, うち女性 15 名; 実験 3, 32 名, 

平均年齢 = 18.50 歳, 標準偏差 = 0.82 歳, うち女性 19 名; 実験 4, 32 名, 平均年齢 = 18.78 

歳, 標準偏差 = 1.65 歳, うち女性 21 名)．実験 2 の参加者は，北海道大学の参加者プー

ルから募集された．実験 1・3・4は北海道医療大学の授業の一環として実施された．

それゆえ，参加者の人数は授業の出席者の人数に依存していた．実験 2 の参加者数

は，実験 3・4 と同一の人数にした．実験間で参加者の重複はなかった．すべての参

加者は事前にインフォームドコンセントをおこなった．実験の手続きは北海道大学

の倫理審査委員会の承認を受けた．実験 2–4 は 2020 年 6 月 26 日から 2020 年 9 月 10

日に，実験 1 は 2021 年 7 月 2 日に実施した． 

装置と刺激 全ての実験において，刺激の呈示の制御は lab.js ソフトウェアでおこな

った (Henninger et al., 2022)．実験 1・3・4 では，刺激をそれぞれの参加者のパーソナ

ルコンピュータウェブブラウザに呈示し，実験 2においては，刺激を実験室のコンピ

ュータウェブブラウザに呈示した．それゆえ，実験間および参加者間で呈示される

刺激のサイズにばらつきはあったものの，スマートフォンやタブレットで参加した

人はいなかった． 

 異なる顔画像セットが実験間で使用された．実験 1では，日本人の女性顔画像が，

日本人の顔画像データベースから選定された (Kawahara & Kitazaki, 2013)．顔画像 

(354 × 472 ピクセル) はカラーの JPEG フォーマットで，14 インチのラップトップス

クリーン上での呈示サイズは幅が 8.1 cm，高さが 10.8 cm であった．実験 2–4 では，
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黒人・白人・日本人以外のアジア人の女性顔画像が Chicago Face Database (Ma et al., 

2015: http://www.chicagofaces.org/) のコードブックに記載の魅力評定値に基づいて選定

された．Chicago Face Database の魅力評定値は，1,087 名の参加者 (白人: 516 名, アジ

ア人 117 名, 黒人 74 名, 複数の人種のルーツを持つ人 72 名, ラテンアメリカ人 57 名, 

その他 18 名, 報告なし 233 名) から得られたものであった．なお，実験 2–4 で用いた

顔画像は Chicago Face Database のコードブックでは，単に”Black”，”White”，“Asian”

のカテゴリに分けられていたため，顔画像の人物の国籍は不明であった．顔画像 

(2,444 × 1,718 ピクセル) はカラーの JPEG フォーマットで，14 インチのラップトップ

スクリーン上での呈示サイズは幅が 11.0 cm，高さが 7.7 cm であった．画像サイズは

データベース間で異なるため，実験 1の画像サイズは実験 2–4の画像サイズと異なっ

ていた．各実験において，それぞれ 48 枚の画像が各画像セットから選定され， 3 つ

の魅力カテゴリ (低・中・高) の顔画像が 16 枚ずつ含まれていた．すべての顔画像に

は髪の毛が含まれており，中立あるいは少し微笑んだ表情を表出していた．どちら

の顔画像データベースにおいても，わずかに微笑んでいる顔が含まれており，どの

魅力カテゴリにもそのような顔は含まれていた．なお，先行研究ではわずかに微笑

んでいる顔が含まれた顔刺激と，中立の表情のみの統制された顔刺激それぞれにお

いて，マスク着用による魅力変調効果はもとの顔の魅力に依存するという同様の結

果が得られている (Miyazaki & Kawahara, 2016, 研究 1a および 2)．したがって，ポジ

ティブな表情がマスクによって遮蔽されることが，本研究の結果に交絡することは
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考えにくい．眼鏡を着用している顔画像はなかった．本研究で用いた顔画像データ

ベース間で，照明条件の違いによる顔の陰影に違いはなかった．顔画像の背景は両

データベースとも白であったが，日本人のデータセットではやや暗かった．また，

Chicago Face Database の顔画像は完全な正面顔であったが，日本人の顔画像において

は一部角度がついたものが含まれていた．マスク着用顔の作成手順は，Miyazaki and 

Kawahara (2016) と同一にし，白いマスク画像を顔画像に重ね合わせた．画像の重ね

合わせと，それにともなう不自然なエッジはグラフィック編集ソフト (Adobe 

Photoshop 2020) を用いて除去した． 

手続き 全ての実験において，単一の人種の顔画像が呈示された．実験 1 では日本

人 ，実験 2では黒人，実験 3では白人，実験 4では日本人以外のアジア人であった．

毎試行の始めに，単一の顔画像が画面の中央に呈示され，それと同時に評価スケー

ルが画像の下に呈示された．参加者は評価スケール上のスライダーを動かし， 1 (非

常に魅力的でない) – 100 (非常に魅力的である) の範囲で呈示された顔画像の魅力を

評価するように求められた．「次へ」ボタンをクリックすることで，参加者は魅力評

定値を報告した．試行間間隔は 500ms であった．  

 異なる人物の顔画像 48 枚を，参加者にランダムな順序で呈示した．そのうち，半

数はマスク着用顔画像であり，もう半分はマスク非着用顔画像であった．同一人物

のマスク着用顔と非着用顔の両方をみた参加者はいなかった．顔画像のマスクの有

無は，参加者間でカウンターバランスを取った．実験 2–4では，魅力評定課題の後に
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日本語版の PVD 尺度質問紙 (Fukukawa et al., 2014) を実施した．なお，自人種におけ

る魅力評定と感染脆弱意識の関係については，本研究の目的外であったため，実験 1

の魅力評定課題の後には PVD 尺度質問紙を実施しなかった．PVD 尺度質問紙につい

て，参加者はそれぞれの項目について 1 (全く当てはまらない) –7 (非常に当てはまる) 

の範囲で回答した． 

 

3.2.1 他人種顔との遭遇頻度 

参加者 実験 1–4 とは別の，30 名の日本人大学生または大学院生 (平均年齢 = 19.3 歳, 

標準偏差 = 1.8 歳, うち女性 17 名) が実験に参加した．すべての参加者は事前にインフ

ォームドコンセントをおこなった．実験の手続きは北海道大学の倫理審査委員会の

承認を受けた．  

装置と刺激 刺激は 24 インチの LCD モニタ (リフレッシュレート 100-Hz，1920 × 

1080 ピクセル) に呈示し，Linux 環境下で MATLAB ソフトウェア (The MathWorks) お

よび Psychophysics Toolbox (Kleiner et al., 2007) で制御された．視距離は約 57cm であ

った． 

 実験 1–4で用いた顔刺激を刺激として用いた．黒人・白人・日本人以外のアジア人

の顔画像については，日本人の顔画像と同じ 354 (幅) × 472 (高さ) ピクセルにサイズ

を調整した．このうち，実験には 40枚の画像が用いられ，人種ごとに 10枚ずつ無作

為に選定された．  
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手続き まず，10 枚の日本人顔画像を画面の中央に 1 枚ずつ 3,000 ms 呈示した．こ

れらの画像の呈示の間には 500ms のブランクを挟んだ．次に，画面の中央に他人種

の顔を 1枚ずつ呈示し，画像の下に水平の評価スケールを表示した．参加者は，他人

種顔との遭遇頻度を 1 (全くない) – 100 (日本人と同じ程度) で評価した．実験に用い

た 40 枚の顔画像は，参加者ごとに無作為に選定された． 

 

3.2.3 統計解析 

 全ての分析は R ソフトウェア (version 4.0.3.) を用いておこない，全ての分散分析に

は R の関数である anovakun (version 4.8.5: http://riseki.php.xdomain.jp/index.php) を用い

た．PVD 尺度質問紙に回答しなかった参加者 5 名については，PVD 尺度得点および

その下位尺度得点と，魅力評定値の相関分析から除外した．PVD 尺度得点には，逆

転項目を補正したうえで参加者ごとに合計したものを用いた．他人種顔との遭遇頻

度については，日本人との遭遇頻度を 100 とした値について，人種ごとに 1 標本の t

検定をおこなった． 

 

3.3 結果 

魅力評定 Figure 8 の各パネルに，もとの顔の魅力を横軸として，マスク着用顔 (実

線) とマスク非着用顔 (破線) の平均魅力評定値をプロットした．左から日本人，黒人，

白人，日本人以外のアジア人顔の評定値を示している．被験者内要因としてもとの
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顔の魅力 (低・中・高) とマスクの有無 (あり・なし) を独立変数，魅力評定値を従属

変数として2要因の分散分析を実験 (人種) ごとにおこなった．その結果，日本人顔，

すなわち自人種の顔についてはもとの顔の魅力の主効果が有意であった (F (2, 118) = 

265.059, p < .001, ηp
2 = .817)．ホルム検定で多重比較をおこなったところ，もとの顔の

魅力にともなって，魅力評定値も増加したことが示された (ts (59) > 13.824, ps <.001, 

rs > .875)．一方で，マスクの有無の主効果はみられなかった (F (1, 59) = 0.842, p = .362, 

ηp
2 = .014)． 

 重要なことに，もとの顔の魅力とマスクの有無の交互作用がみられた (F (2, 118) = 

8.691, p < .001, ηp
2 = .128)．単純主効果検定をおこなったところ，もとの顔の魅力が高

い場合，マスク着用顔でマスク非着用顔よりも魅力評定値が低かった (F (1, 59) = 

7.648, p = .007, ηp
2 = .114)．もとの顔の魅力が低いあるいは中程度の場合には，マスク

着用顔と非着用顔の魅力評定値の間に有意な差はみられなかった (低: F (1,59) = 3.524, 

p = .065, ηp
2 = .056; 中: F (1, 59) = 0.323, p = .571, ηp

2 = .005)．黒人・白人・日本人以外

のアジア人，すなわち他人種の顔については，マスクの有無の主効果 (Fs (1, 31) > 

17.131, ps < .001, ηp
2 > .355) が有意であり，マスク着用顔は非着用顔よりも魅力評定値

が高かった．また，もとの顔の魅力の主効果が有意であり (Fs (2, 62) > 56.505, ps 

< .001, ηp
2s > .645)，ホルム検定で多重比較をおこなったところ，もとの顔の魅力にと

もなって，魅力評定値も増加したことが示された (ts (31) > 3.202, ps < .005, rs > .499)．

重要なこととして，他人種の顔においてもとの顔の魅力とマスクの有無の交互作用



73 

 

はみられなかった (Fs (2, 62) < 2.042, ps > .138, ηp
2s < .061)． 

 

 まとめると，自人種の顔の魅力はマスク着用によって減衰した．一方で，他人種

の顔の魅力は，もとの顔の魅力にかかわらずマスク着用によって増幅した．他人種

の顔刺激は，評定者のほとんどが白人である Chicago Face Database のコードブックに

基づいて選定された．しかし，日本在住の成人 153 名を対象に Chicago Face Database

の魅力評定をおこない，これに基づいて事後的に刺激を 3つの魅力カテゴリに並び替

えた場合でも，同様の結果が得られた．Figure 9 に，もとの顔の魅力を横軸として，

マスク着用顔 (実線) とマスク非着用顔 (破線) の平均魅力評定値をプロットした．左

から日本人，黒人，白人，日本人以外のアジア人顔の評定値について示している．

Figure 8  

実験 (人種) ごとのマスクの有無ともとの顔の魅力ごとの平均魅力評定値 

注) 左から日本人，黒人，白人，日本人以外のアジア人顔の結果について示す．エラ

ーバーは標準誤差を示す． 
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なお，日本人のグラフは Figure 8 と同一であり，他人種顔との比較のために Figure 9

にも含んだ．もとの顔の魅力 (低・中・高) とマスクの有無 (あり・なし) を独立変数，

魅力評定値を従属変数として 2 要因の分散分析を実験 (黒人・白人・日本人以外のア

ジア人) ごとにおこなった．その結果，マスクの有無の主効果が有意であり (Fs (1, 

31) > 19.949, ps < .001, ηp
2s > .391) マスク着用顔は非着用顔よりも魅力が高く評価され

た．また，もとの顔の魅力の主効果も有意であり (Fs (2, 62) > 55.532, ps < .001, ηp
2s 

> .641)，ホルム検定による多重比較を行ったところ，もとの顔の魅力にともなって

魅力評定値も有意に増加することが示された (ts (31) > 5.580, ps <.001, rs > .708)．一方

で，もとの顔の魅力とマスクの有無の交互作用はみられなかった (Fs (2,62) < 2.753, ps 

Figure 9 

実験 (人種) ごとのマスクの有無と日本在住参加者の評定値に基づくもとの顔の魅力

ごとの平均魅力評定値 

注) 左から日本人，黒人，白人，日本人以外のアジア人顔の結果について示す．日本

人の結果は Figure 8 と同一であり，他人種顔の結果の比較のために含めた．エラーバ

ーは標準誤差を示す． 
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> .071, ηp
2s < .081). これらの結果は，最頻値補間仮説に基づく予測と一致した． 

 本研究での自人種顔におけるマスク着用の効果は，もとの魅力が低い顔はマスク

着用で魅力が増幅し，もとの魅力が高い顔はマスク着用で魅力が減衰するという

Kamatani et al. (2021: 第 2 章) の結果を完全に再現することはできなかった．ただし，

別の研究 (森岡, 2022) では，Kamatani et al. (2021) と一致する交互作用が報告されてい

る．この点において，マスク着用によって生じる，もとの魅力が高い顔における魅

力の減衰は，もとの魅力が低い顔における魅力の増幅よりも顕著である可能性があ

る． 

他人種顔との遭遇頻度 日本人との遭遇頻度を 100 とした値について，人種ごとに 1

標本の t 検定をおこなった．その結果，どの人種においても有意差がみられ，参加者

は日本人顔よりも他人種顔への遭遇頻度が低いことが示された (黒人: M = 26.253, t 

(29) = -30.206, p < .001, r = .985; 白人: M = 30.576, t (29) = -31.553, p < .001, r = .986; 日本

人以外のアジア人: M = 51.073 t (29) = -15.391, p < .001, r = .944)． 

魅力評定値と PVD 尺度得点の相関関係 本研究での PVD 尺度 15 項目におけるクロ

ンバックの α は.74 (.82: Duncan et al., 2009; .97: Fukukawa et al., 2014)，易感染性の項目

におけるクロンバックの α は.86 (.87: Duncan et al., 2009; .87 Fukukawa et al., 2014)，そ

して感染嫌悪の項目におけるクロンバックの α は.75 (.74: Duncan et al., 2009; .67 

Fukukawa et al., 2014) であった． 

 まず，PVD 尺度得点とマスク着用・非着用顔の魅力評定値について，ピアソンの
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相関分析をおこなった．その結果，PVD 尺度得点と黒人のマスク着用顔の魅力評定

値の間に有意な正の相関がみられた (r (29) = .365, p = .043) が，黒人のマスク非着用

顔の魅力評定値との間には有意な相関は見られなかった (r (29) = .317, p = .081)．白人

と日本人以外のアジア人の顔については，PVD 尺度得点とマスク着用あるいは非着

用顔の魅力評定値の間に有意な相関は見られなかった (白人のマスク着用顔: r (29) 

= .091, p = .623; 白人のマスク非着用顔: r (29) = .043, p = .815; 日本人以外のアジア人の

マスク着用顔: r (27) = .075, p =.696; 日本人以外のアジア人のマスク非着用顔: r (27) = 

-.064, p = .739)．下位尺度の易感染性と感染嫌悪についても同様に，マスク着用・非

着用顔の魅力評定値とピアソンの相関分析をおこなった．その結果，感染嫌悪と黒

人のマスク着用顔の魅力評定値の間に有意な正の相関がみられた (r (29) = .369, p 

= .040)．しかし，感染嫌悪と黒人のマスク非着用顔との間には有意な相関は見られ

なかった (r (29) = .298, p = .102)．白人と日本人以外のアジア人の顔については，感染

嫌悪とマスク着用あるいは非着用顔の魅力評定値の間に有意な相関は見られなかっ

た (白人のマスク着用顔: r (29) = -.046, p = .805; 白人のマスク非着用顔: r (29) = -.043, p 

= .814; 日本人以外のアジア人のマスク着用顔: r (27) = -.184, p = .338; 日本人以外のア

ジア人のマスク非着用顔: r (27) = -.157, p = .414)．また，易感染性とマスク着用・非

着用顔の魅力評定値との間には有意な相関は見られなかった (黒人のマスク着用顔: r 

(29) = .160, p = .388; 黒人のマスク非着用顔: r (29) = .163, p = .380; 白人のマスク着用顔: 

r (29) = .185, p = .316; 白人のマスク非着用顔: r (29) = .111, p = .549; 日本人以外のアジ
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ア人のマスク着用顔: r (27) = .228, p = .233; 日本人以外のアジア人のマスク非着用顔: r 

(27) = .058, p = .763)．  

 まとめると，PVD 尺度得点・感染嫌悪・易感染性と，マスク非着用顔の魅力評定

値の間に有意な相関は見られなかった．これらの結果は，他人種におけるマスク着

用の魅力増幅が，マスク非着用顔への感染忌避傾向による魅力評価の低下に引き起

こされていることに由来する代替仮説とは一致しない．すなわち，本研究の結果は，

PVD 尺度得点が高い人は，PVD 尺度得点が低い人と比較して，他人種のマスク非着

用顔を魅力的でないと評価するという代替仮説に基づく予測とは一致しなかった．

黒人のマスク着用顔の魅力評定値は，PVD 尺度得点と感染嫌悪と正の相関があった

ものの，クラウドソーシングサービスの登録者 (46 名, 平均年齢 = 40.67 歳, 標準偏差 

= 9.96 歳，うち女性 22 名) を対象に同一の手順で再現実験をおこなったところ，有意

な正の相関は再現されなかった (PVD 尺度得点: ρ (46) = −0.035, p = .815; 感染嫌悪: ρ 

(46) = −0.038, p = .801)． 

 

3.4 考察 

 本章では，2 つの異なる要因がマスク着用顔の魅力評定に及ぼす影響を検討した．

1 つ目の要因は，マスクで遮蔽された部分への補間に関するものである．マスクによ

る遮蔽部分の補間は，観察者の経験に基づいた最頻値の魅力の顔テンプレートで補

われる最頻値補間仮説に基づき，自人種と他人種で補間される顔テンプレートが異
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なると予測した．すなわち，自人種については，観察者は質の高い中程度な魅力の

顔テンプレートを自身の十分な視覚経験を通して形成しており，このテンプレート

を用いてマスクによって遮蔽された部分を補間していると考えられる．なおこのテ

ンプレートは，発達の安定性やヘテロ接合性を反映するため，魅力的であると評価

される (Rhodes et al., 1987, 2007; Rhodes & Tremewan, 1996) ような自人種の平均顔とは

異なるものである．もし，この平均顔が遮蔽部分に補われているとすれば，遮蔽顔

の魅力はもとの顔の魅力にかかわらず向上すると考えられる．しかし，ここで述べ

ている中程度の魅力の顔テンプレートは，極端に魅力的あるいは魅力的でない顔の

ことを指すのではなく，ほどほどの魅力を表象するような顔についての知識である．

したがって，この中程度の魅力の顔テンプレートが遮蔽部分に補われている場合に

は，遮蔽顔の魅力評定においてもとの顔の魅力との交互作用が生じる．すなわち，

マスクによる遮蔽部分に中程度の魅力のテンプレートを補うと，魅力的な顔の魅力

は低下し，魅力的でない顔の魅力は向上する．ただし，この中程度の魅力のテンプ

レートを補う処理は，他人種には当てはまらない．なぜならば，他人種の顔に対す

る経験や知識の蓄積不足から，自人種と同様な現実世界の中程度な魅力の顔と近似

したものを形成することは困難なためである．その代わりに，他人種の顔に対する

限られた経験に基づくと，最頻値の魅力顔のテンプレートは魅力が高いものに偏る

と考えられる．そのため，そのようなテンプレートによって補われた顔は，もとの

顔の魅力にかかわらず魅力が高く知覚されるということが予想された．  
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 2 つ目の要因は，他人種への排他的な態度に関するものである．他人種に対する排

他的な態度は COVID-19 の脅威に対する懸念と正の相関があるため (e.g., Adam-Troian 

& Bagci, 2021; Mula et al., 2022; Yamagata et al., 2020)，この要因が魅力評定に影響する

場合，マスク非着用の他人種顔の魅力は低く知覚されることが期待される．特に，

PVD 尺度得点が高い人は，PVD 尺度得点が低い人よりも，他人種のマスク非着用顔

の魅力を低く評価するという負の相関がみられると予測した．これは，感染忌避傾

向と外国人に対する排他的な態度の関連が先行研究において示されていることに基

づくものである (Yamagata et al., 2020)． 

 1 つ目の遮蔽部分への補間に関する要因については，本章の結果は最頻値の魅力の

顔テンプレートに基づいて遮蔽部分を補間するという説明を支持する結果であり，

平均顔を補間するという平均補間仮説や，魅力評価が平均に回帰するという平準化

仮説を支持しないものであった．具体的には，マスク着用の魅力変化は自人種か他

人種かで異なっていた．自人種顔では，マスクは魅力を単に上げるというよりはむ

しろ，もとの顔の魅力に依存していた．自人種の魅力的な顔がマスクを着用した場

合，マスク非着用顔よりも魅力は低く知覚された一方で，魅力的でない顔がマスク

を着用した場合，マスク非着用顔よりも魅力的に評価される傾向があった．一方他

人種顔は，マスク着用でもとの顔の魅力にかかわらず，マスク非着用顔よりも魅力

が高く評価された．重要なことに，最頻値補間仮説の前提である，日本人参加者が

自人種のテンプレートを詳細に形成するための十分な機会は持つものの，他人種に
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ついては，他人種顔への遭遇頻度が少ないため，自人種と等質なテンプレートを形

成するための十分な機会を持たないことが支持された．他人種顔への遭遇頻度につ

いては，実験 1–4とは別に新たな参加者を対象として検討したため，実際に魅力評定

をおこなった参加者の他人種顔への遭遇頻度ついては明らかではない．ただし，北

海道の大学に所属する大学生・大学院生という参加者の性質は同一であるため，魅

力評定をおこなった参加者と他人種顔への遭遇頻度を回答した参加者間の他人種顔

への遭遇頻度の乖離は小さいと考えられる．2 つ目の他人種への排他的な態度に関す

る要因については，PVD 尺度得点および下位尺度の感染嫌悪と易感染性と，他人種

のマスク非着用顔の魅力評定値の間にネガティブな相関はみられなかった．つまり，

顔の人種が魅力評定に影響を与える主要因であり，排他的な態度が魅力評定に与え

る影響はわずかなものであった． 

 2 つのデータセットの違いが結果に影響した可能性はあるものの，本章の実験に参

加者が重複して参加することはなかったため，参加者はデータセット間の違いを比

較することはできなかった．そのため，データセットの違いが，自人種と他人種の

結果に違いをもたらした可能性は低い．ただし，同様の照明条件や解像度の画像か

ら構成される画像セットを用いて，マスク着用が様々な人種の顔に及ぼす影響を厳

密に検証することが理想的である． 

 本研究で新たに提案した最頻値の魅力に基づいた補間は，平均顔補間仮説や，平

準化仮説よりも本章の結果をうまく説明できる．最頻値補間仮説は，観察者が自身
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の経験分布に基づいて最頻値の魅力の顔テンプレートを補い，遮蔽部分を補間する

ことを仮定している．具体的には，観察者は自人種の多様な顔について豊富な経験

を持つため，内的な経験分布は現実世界の顔の魅力分布と類似し，中程度の魅力の

顔が最頻値となる．したがって，魅力的でない自人種の顔が遮蔽されている場合，

魅力はより高く知覚される一方で，魅力的な自人種の顔が遮蔽されている場合には，

魅力は低く知覚される．しかし，他人種の顔については，魅力的な顔に経験が限定

されるため，観察者の内的な経験分布における最頻値は現実世界の顔の魅力分布よ

りも魅力な方向に偏っている．したがって，他人種の場合には，もとの顔の魅力に

かかわらず，遮蔽された顔はもとの顔よりも魅力的であると知覚される．このよう

に，最頻値補間仮説は，本章の結果を説明できるものである．一方で，魅力的だと

知覚される平均顔の表象を用いて遮蔽部分を補間するという平均補間仮説に基づけ

ば，魅力的な顔が遮蔽された場合でも，もとの顔よりも魅力が高いと評価されるは

ずである．しかし，これは本章で示した自人種の結果と一致しない．さらに，遮蔽

によって魅力判断における手がかりが減少するため，遮蔽顔の魅力が平均に回帰す

るという平準化仮説に基づくならば，魅力的な顔が遮蔽された場合には，もとの顔

よりも魅力が低いと評価されるはずである．しかし，これは本章で示した他人種顔

の結果と一致しない．  

 また，最頻値補間仮説は，遮蔽顔に対する知覚ともとの顔に対する知覚の誤差を

小さくする可能性があるという点からも補強される．ヒトを含む生物は，日常生活
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において自身の予測と感覚系を通して知覚される外部状態との間の誤差を最小化す

るように行動する (e.g., Friston, 2010; Ohira, 2017)．したがって，統計的に最も確率の

高いサンプルであり，顔から遮蔽物が取り去られた実際の顔との誤差修正を減らす

のに有利である中程度の魅力の顔テンプレートによる補間は，合理的であると考え

られる． 

 顔カテゴリ (自人種・他人種) への経験は，顔テンプレートの形成に影響を与える

可能性がある．実際，観察者の内的なテンプレートは経験に依存すると指摘されて

いる．Apicella et al. (2007) は，タンザニア北部に住む Hadza 族は，より多くの顔で構

成された Hadza 族の平均顔を魅力的であると判断したものの，イギリス人の顔につ

いてはそのような傾向がみられなかったことを報告している．この自人種の顔にお

いてのみ見られた平均顔選好は，Hadza 族がヨーロッパ人の顔に十分な曝露経験がな

いため，ヨーロッパ人の平均的な顔について詳細な表象が形成されていないためだ

と考えられている．これは，Apicella et al. (2007) において，白人参加者は様々な人種

への曝露経験があるため，イギリス人だけでなく Hadza 族の顔に対してもより平均

的な顔を魅力的であると評価したことからも裏付けられる．さらに，顔の平均性が

魅力知覚に与える影響は，成人と比較して 5 歳児では小さいことが示されている 

(Vingilis-Jaremko & Maurer, 2013)．これらの知見は，魅力に関する普遍的なテンプレ

ートはなく，平均顔テンプレートの生成には顔自体あるいは特定のカテゴリの顔へ

の高頻度な遭遇が必要であることを示唆する．つまり，特定の顔集団への遭遇頻度
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が高くなれば，そのような顔に対する知識が蓄積される．そのため，俳優やスポー

ツ選手といった，特定の他人種顔への遭遇頻度が高いことは，特定の他人種顔には

そのようなタイプのものが一般的であるという観察者の信念に繋がる．その結果，

最頻値の魅力の顔テンプレートは，現実世界の中程度の魅力顔よりも高い方に偏る． 

 本章の限界の一つに，画像データセットによって顔の魅力にばらつきがある点が

挙げられる．特に，マスク非着用顔の魅力評定値において，魅力的な自人種の顔は

評定値が 60 以上あるものの，魅力的な他人種顔は 30–50 の範囲にとどまっており，

自人種と比較すると顔の魅力のばらつきが小さい．この点について，先行研究では，

他人種よりも自人種の顔が選好されることが示されている (Fisman et al., 2008; Liu et 

al., 2015; Rodway et al., 2019)．さらに，自人種の顔のほうが他人種よりも詳細に弁別

できるといった，他人種顔への遭遇頻度が低いことに起因する人種効果もある．し

たがって，自人種顔の魅力評定値が他人種顔の魅力評定値よりもばらつきが大きく

なる可能性がある． 

 本研究では，最頻値補間仮説を検証したところ，マスク着用による魅力変調効果

は，自人種顔ではもとの顔の魅力に依存し，他人種顔ではもとの顔の魅力にかかわ

らず魅力が上昇するという最頻値補間仮説と一致する結果が得られた．最頻値補間

仮説は，遮蔽顔の魅力評定における先行研究間の不一致を解決するものである．た

だし，本研究は日本人の参加者のみを対象としていた．したがって，今後の研究で

は日本人以外の他人種の参加者を対象にこの最頻値補間仮説を検証する必要がある．
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例えば，西洋人は，様々な人種が含まれた顔について，もとの顔の魅力にかかわら

ず遮蔽顔のほうが魅力的であると評価した (Hies & Lewis, 2022)．別の研究では，北米

人を対象にアジア人と白人のマスク着用顔の魅力について検討したところ，参加者

の政治的な態度が魅力評定に影響を及ぼすことが明らかにされた (Dudarev et al., 

2022)．COVID-19 の拡大状況は国によって異なるため，マスク着用者に対する反応

も国によって大きく異なる可能性がある．このような文脈の影響を回避するために

は，政治的態度などを連想させない中立な物体で顔を遮蔽することも重要である．

このような課題を解決することで，人々がマスク着用顔をより魅力的にあるいは魅

力的でないと感じることのメカニズムについてより深く理解できると期待できる．  
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第 4 章 総合考察 
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4.1 研究結果のまとめ 

 本研究では，顔の魅力に影響を及ぼす装飾品であるマスクに着目し，2 つの検討を

行った．1 つ目は，COVID-19 流行にともなうマスク着用の常態化が，マスク着用者

に対する信念や知覚に変化をもたらしたかという点である．2 つ目は，マスク着用に

よる遮蔽部分には，観察者の経験に基づいた最頻値の魅力顔によって補われるかと

いう点である．COVID-19 流行前においては，マスク着用によって生じる遮蔽と不健

康さの想起という二つの要因によって，着用者の魅力が総じて低下することが示さ

れていた (衛生マスク効果: Miyazaki & Kawahara, 2016)．具体的に，遮蔽と不健康さ

はそれぞれ次のような形で魅力に影響を及ぼす． 

 遮蔽はマスク非着用顔の魅力に応じて異なる効果を生じる．マスク着用によって

顔が部分的に遮蔽されることで，顔輪郭や顔特徴の左右対称性や女性らしいあるい

は男性らしい顔特徴，肌の状態といった，視認できる魅力判断に重要な手がかりが

減る．魅力が低い顔は，左右非対称な輪郭や，ニキビなど粗い肌や年齢を示す皺な

どの特徴を持つことが多い．このようなネガティブな手がかりが遮蔽されることで，

マスク非着用顔よりも魅力が高く知覚される．一方で，魅力が高い顔は左右対称な

輪郭や，滑らかな肌という特徴を持つことが多い．このようなポジティブな手がか

りが遮蔽されることで，マスク非着用顔よりも魅力が低く知覚される． 

 不健康さは，マスク非着用顔の魅力にかかわらず一様な効果を示す．マスクを着

用する目的の一つは，花粉症や風邪といった個人の健康問題を緩和することである．
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したがって，マスクはその人の健康状態が好ましくないことを示す一つのシグナル

でもあった (Miyazaki and Kawahara, 2016)．不健康であることは魅力判断においてネ

ガティブであるため，マスク非着用顔の魅力にかかわらず魅力が低く知覚される． 

 マスク着用者に対する魅力評価においては，遮蔽と不健康さの想起の 2つの要因が

影響する．魅力が低い顔においては，遮蔽による魅力の増幅と不健康さによる魅力

の減衰が打ち消しあうことで，マスク着用による魅力の変化はみられない．一方で，

魅力が高い顔においては遮蔽と不健康さの想起による魅力の減衰が足しあわされる

ことで，マスク着用によって大幅な魅力の低減が生じる． 

 

4.1.1 COVID-19 流行によるマスク着用者への信念と知覚の変化 

 マスク着用の常態化によってマスク着用者への信念や知覚に変化があったかとい

う点については，第 2章で検討した．その結果，マスク着用顔の画像を見せることな

く，マスク着用者への健康さおよび魅力について参加者に尋ねたところ，COVID-19

流行前と比較してマスクの色にかかわらず健康さの信念はポジティブなものに変化

した．さらに，白色マスク着用者については魅力の信念もポジティブなものに変化

した．次に，マスク着用顔画像を参加者に呈示し，魅力と健康さの評定を求めたと

ころ，COVID-19 流行前とは異なる結果が得られた．魅力については，COVID-19 流

行前においてマスクは着用者の魅力を総じて低下させていたのに対し，流行下にお

いてはもとの魅力が低い顔はマスク着用で魅力が増幅し，もとの魅力が高い顔はマ
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スク着用で魅力が減衰した．健康さについては，マスク着用顔は，COVID-19 流行前

と同様にマスク非着用顔よりも不健康だと評価されたものの，マスク着用顔は流行

前よりも健康的だと評価された． 

 

4.1.2 遮蔽の効果は視覚経験に依存する 

 マスク着用による遮蔽部分には，観察者の経験に基づいた最頻値の魅力顔が補わ

れるかという点については，第 3章で検討した．顔を部分的に遮蔽することによって

生じる魅力変化のメカニズムとして，2 つの仮説が提案されてきた． 

 1 つは，遮蔽部分に魅力的だと評価される平均顔を補うという平均顔補間仮説であ

る (Orghian & Hidalgo, 2020)．この仮説に基づくと，もとの顔の魅力にかかわらず遮

蔽された顔はもとの顔よりも魅力的だと評価される．もう 1つの仮説は，遮蔽によっ

て視認できる魅力判断に重要な手がかりが減るため，魅力評価が平準化するという

平準化仮説である (Miyazaki & Kawahara, 2016)．この仮説に基づくと，魅力が低い顔

は遮蔽によって魅力が高く評価され，魅力が高い顔は遮蔽によって魅力が低く評価

される．COVID-19 流行下で得られたマスク着用顔の魅力研究では，どちらのモデル

も支持する結果が得られているが，どちらのモデルも他方のモデルを支持する結果

を説明することはできない．すなわち，平均顔補間仮説では魅力の高い顔がマスク

着用によって魅力が低下することを説明できず，平準化仮説では，魅力の高い顔が

マスク着用によって魅力が上昇することを説明できない．そこで新たに，観察者の
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経験に基づいた最頻値の魅力顔によって補われるという最頻値補間仮説を提案した．

もし，観察者の経験に基づいた最頻値の魅力顔を補うのであれば，十分な曝露経験

がある自人種のマスク着用顔では中程度の魅力の顔が補われる．一方で，曝露経験

が魅力の高い顔に偏る他人種においては，最頻値の魅力顔も魅力が高くなるため，

他人種のマスク着用顔には高い魅力の顔が補われる．最頻値補間仮説が支持されれ

ば，マスク着用顔における研究間の不一致を解消できる．実験の結果，十分な曝露

経験がある自人種では，魅力の高い顔がマスク着用によって魅力が低下し，曝露経

験が魅力の高い顔に偏る他人種では，もとの顔の魅力にかかわらずマスク着用によ

って魅力が上昇した． 

 

4.2 研究の考察 

 まとめると本研究では，COVID-19 流行という社会的な出来事によってマスクと不

健康さの連合が弱くなった結果，マスク着用者に対する信念と知覚が変化したこと

を示した．そして，遮蔽顔の魅力知覚において新たに最頻値補間仮説を提案し，こ

の仮説を支持する結果が得られたことを示した．最頻値補間仮説は，マスクによる

遮蔽部分には観察者の経験に基づく最頻値の魅力の顔テンプレートを補うというも

のである．本節ではまず，COVID-19 流行によるマスク着用者への信念ならびに知覚

の変化について考察する．次に，最頻値補間仮説について考察する． 

COVID-19 流行に伴うマスク着用者への信念と知覚の変化 COVID-19 流行下におけ
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るマスク着用顔に対する魅力評価の変化は，マスクと不健康さの連合が弱まったこ

とに起因する．実際，第 2 章ではマスク着用者に対する健康さの信念と評価は流行

前よりも健康的だとされた．マスクと不健康さの連合が弱まった理由として，マス

クの使用目的の変化が挙げられる．COVID-19 流行前において，マスクは咳や鼻水，

あるいは花粉症といった，着用者個人の健康状態と関連付けられていた．しかし，

COVID-19 流行下においては，マスクは COVID-19 の感染拡大を防ぐという社会全体

としての目的と関連付けられるようになり，他者のマスク着用を見かけると，自分

もマスクを着用するべきだと感じる社会的規範にもなった (Nakayachi et al., 2020)． 

 社会的規範がマスク着用動機の 1 つになったのは，日本だけではない．COVID-19

流行当初はマスク着用への受容が低かったドイツでは，マスクを着用している人物

が多いほど，参加者自身がマスクを着用することへの違和感が低減されることが報

告されている (Carbon, 2021)．また，COVID-19 流行下において，スペイン語圏の参

加者を対象にした研究では，マスク着用者はマスク非着用者よりも信頼性や社会的

望ましさが高く評価された．これは，感染症拡大を防ぐためにマスクを着用すると

いう新たな社会的規範を遵守しているとみなされた可能性がある (Olivera-La Rosa et 

al., 2020)．さらに，中国・オーストリア・ドイツ在住の参加者を対象にした調査で

は，自分の近しい人は自身にもマスクを着用するように求めているように感じるな

どの主観的な社会的規範が，マスクの着用を予測することが示された (Zhao & 

Knobel, 2021)．第 2 章で示したように，マスクと不健康さの低減が弱くなったことに
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起因するマスク着用による魅力増幅効果は多数報告されている (e.g., Bassiri-Tehrani et 

al., 2022; Hies & Lewis, 2022; Lau, 2021; Patel et al., 2020; Pazhoohi & Kingstone, 2022)． 

 また，マスクが新たに他の態度と結びついた結果，マスク着用者に対する魅力評

価が変化することも報告されている．アメリカでは COVID-19 流行当初，感染症を

めぐって共和党と民主党が二極化していた (Green et al., 2020)．特に，2017 年 1 月 20

日から 2021 年 1 月 20 日までアメリカ大統領を務めた共和党のドナルド・トランプ

は，マスクについて懐疑的な態度を取り，その支持者の間にも COVID-19 流行やマ

スクに対する懐疑的な態度が広まった (DeMora et al., 2021)．Dudarev et al. (2022) は政

治的な態度がマスクに対する態度と関連することを示した．具体的には，保守的な

参加者はマスクに対してネガティブな態度を持っていた．また，マスク着用者への

魅力評価について検討したところ，マスクに対してネガティブな態度を持つ人はマ

スク着用顔の魅力を低く評価した一方で，ポジティブな態度を持つ人はマスク着用

顔の魅力を高く評価した． 

 本研究は，COVID-19 流行前のデータと比較し，マスクへの態度の変化がマスク着

用者に対する信念および知覚に与えた影響を明らかにした．加えて，マスク着用に

よる魅力変調効果について，Miyazaki and Kawahara (2016) が提案した二要素モデル

を支持した． 

最頻値補間仮説 第 3 章では，COVID-19 流行下におけるマスク着用を含む，遮蔽顔

の魅力知覚において新たに最頻値補間仮説を提案し，仮説を支持する結果が得られ
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た．ここではまず，最頻値補間仮説が過去に提案された説明よりも，遮蔽顔の魅力

評価に関する知見を包括的に説明することができることを示す．次に，遮蔽顔を最

頻値の魅力の顔テンプレートで補うことの利点を述べる．最後に，顔テンプレート

の形成は顔の視覚経験の影響を受けることを，先行研究を踏まえて論じる． 

 最頻値補間仮説は，平均顔による補間や，平均への回帰に基づく説明よりも第 2章

および第 3章の結果，すなわち自人種の遮蔽顔の魅力はもとの顔の魅力に依存し，他

人種の遮蔽顔の魅力はもとの顔の魅力にかかわらず増幅することをうまく説明でき

る．最頻値補間仮説は，観察者が自身の経験分布に基づいて最頻値の魅力の顔テン

プレートを補い，遮蔽部分を補間することを仮定している．観察者は自人種顔につ

いて十分な視覚経験を持つため，内的な経験分布は現実世界の顔の魅力分布と類似

している．そのため，最頻値の魅力の顔は中程度の魅力の顔となる．この中程度の

魅力の顔テンプレートを遮蔽部分に補うことで，魅力的でない自人種の遮蔽顔は，

もとの顔よりも魅力的であると評価される．一方で，魅力的な自人種の遮蔽顔は，

もとの顔よりも魅力的でないと評価される．しかし，他人種顔については，視覚的

経験が十分でなく，芸能人など魅力的な顔に視覚経験が限定される．そのため，最

頻値の魅力の顔は，現実世界の顔の魅力分布の最頻値よりも魅力的な方向に偏る．

この魅力的な顔のテンプレートを遮蔽部分に補うことで，他人種顔の場合には，も

との顔の魅力にかかわらず，遮蔽された顔はもとの顔よりも魅力的であると知覚さ

れる．これは第 3章の結果の知見とも一致する．しかし，魅力的だと知覚される平均
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顔の表象を用いて遮蔽部分を補間するという平均補間仮説に基づけば，魅力的な顔

が遮蔽された場合でも，もとの顔よりも魅力が高いと評価されるはずである．しか

し，これは第 2章および第 3章で示した自人種の結果と一致しない．さらに，遮蔽に

よって魅力判断における手がかりが減少するため，遮蔽顔の魅力が平均に回帰する

という説明に基づくならば，魅力的な顔が遮蔽された場合には，もとの顔よりも魅

力が低いと評価されるはずである．しかし，これは第 3章で示した他人種顔の結果と

一致しない． 

 遮蔽顔を最頻値の魅力の顔テンプレートで補うことの利点として，遮蔽顔に対す

る知覚ともとの顔に対する知覚の誤差を小さくできることが挙げられる．ヒトを含

む生物は，日常生活において自身の予測と感覚系を通して知覚される外部状態との

間の誤差を最小化するように行動する (e.g., Friston, 2010; Ohira, 2017)．したがって，

統計的に最も確率の高いサンプルであり，顔から遮蔽物が取り去られた実際の顔と

の誤差修正を減らすのに有利である最頻値の魅力の顔テンプレートによる補間は，

合理的であると考えられる． 

 最頻値補完仮説では，顔カテゴリ (e.g., 自人種・他人種) への視覚的経験によって，

遮蔽部分に補間される顔テンプレートが形成されることを想定している．実際，顔

テンプレートの形成は顔の視覚経験の影響を受ける．Vingilis-Jaremko and Maurer 

(2013) は，成人と比較して 5 歳児では顔の平均性が魅力知覚に与える影響が小さいこ

とを示した．これは，5 歳児が成人よりも顔への視覚的経験が乏しく，不安定な平均
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顔のテンプレートしか持たないためだと考えられている．同様に，タンザニア北部

に住む Hadza族は，より多くの顔で構成された Hadza族の平均顔を魅力的であると判

断したものの，イギリス人の平均顔についてはそのような傾向がみられなかったこ

とが示されている (Apicella et al., 2007)．これらの知見は，魅力に関する普遍的なテン

プレートはなく，平均顔テンプレートの生成には顔自体あるいは特定のカテゴリの

顔への高頻度な遭遇が必要であることを示唆する． 

 

4.3 今後の展望 

4.2.1 COVID-19 終息後のマスク着用者の信念と知覚 

信念および知覚の経時的な変化 本研究では，COVID-19 流行に伴うマスク着用目的

の変化がマスクに対する人々の態度を変化させ，その態度の変化がマスク着用者へ

の信念や知覚にも変化をもたらしたことを示した．COVID-19 流行が終息すると，マ

スクの着用目的は社会的規範の遵守のような，コミュニティーのメンバーを COVID-

19 に感染させない，メンバーから感染しないといった相互的な防護から，個人の健

康状態に即したものに戻ること考えられる．そのため，COVID-19 終息後におけるマ

スク着用顔に対する魅力評価は，流行以前に Miyazaki and Kawahara (2016) が示した

ように，マスク非着用顔よりも概して魅力が低く知覚されることが予想される．今

後，マスク着用者への信念や知覚を継続して測定することで，COVID-19 流行という

深刻な社会的出来事が我々の信念や知覚に与えた深刻さをより理解することができ
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る． 

 COVID-19 流行による信念や知覚の変化は，将来的な感染症を含む社会的事象によ

って我々の信念や知覚がどのように変化するかの予測材料となる．感染症だけに絞

ると，21 世紀以降に発生した世界的な感染症流行には，2003 年 2 月にアジアで確認

された重症急性呼吸器症候群と 2009 年の 4 月に北米で確認されたインフルエンザ A 

(Centers for Disease Control and Prevention, 2004; WHO 2022) が挙げられる．COVID-19

流行の終息後も，世界規模での感染症が発生する可能性は否めない．また，感染症

以外にも我々の信念や知覚に影響を与えうる社会的な出来事は数多く生じる可能性

がある (e.g., ハリケーン被害: Rudman et al., 2013; 福島第一原子力発電所事故: Siegrist 

& Visschers, 2013)．このような社会的な出来事による信念や知覚の変化が予測できれ

ば，健康被害や偏見の抑制に向けた政策提言にも寄与することが期待できる． 

脱マスクに向けて マスクは，COVID-19 への感染拡大を防ぐのに有効である (Asadi 

et al., 2020; Chu et al., 2020; Li et al., 2021)．しかし，長期的なマスクの着用は我々の社

会的相互作用や乳幼児における社会的認知の発達に影響を及ぼす可能性がある．ま

ず，マスクが社会的相互作用に及ぼす影響として，成人を対象とした研究から人物

同定や (Carragher & Hancock, 2020; Freud et al., 2020; Noyes et al., 2021)，情動認知 

(Carbon, 2020; Grundmann et al., 2021; Miyazaki et al., 2022; Noyes et al., 2021; Parada-

Fernández et al., 2022; Saito et al., 2022; Zhang et al., 2019) に困難が生じることが報告さ

れている．同様に，子どもでも人物同定 (Stajduhar et al., 2022) や情動認知 (Carbon & 
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Serrano, 2021; Gori et al., 2021; Ruba & Pollak, 2020) が阻害されることが示されてい

る．次に，マスクが乳幼児における社会的認知の発達に及ぼす影響について直接検

討した研究は，筆者の知る限りない．しかし，成人においては横断・縦断研究から

マスク着用顔への曝露経験が情動の認知処理に影響を及ぼすことが示されている 

(Barrick et al., 2021)．また，マスク着用顔ではないものの，12 歳頃までに他人種顔へ

の曝露経験が豊富な場合は，他人種効果が小さくなる (McKone et al., 2019) ことや 乳

児の顔処理システムは生後 1 年のうちに曝露経験の多い顔カテゴリに対して知覚狭

小化 (perceptual narrowing) が生じる (e.g., Slater et al., 2010) など，幼少期の顔経験が

顔の知覚・認知システムに大きな影響を及ぼすことが知られている．これらのこと

から，マスクの着用が乳幼児における社会的認知の発達に影響を及ぼす可能性は十

分にある． 

 マスク着用が社会的相互作用や社会的認知の発達に及ぼす影響を最小限に抑える

ためには，COVID-19 が終息したあと直ちに脱マスクを推し進める必要がある．その

ためには，WHO や各国政府において COVID-19 の終息宣言をするなど，社会的に流

行が終息しマスクは不要であることを強調することが効果的であると考えられる．

本研究では，COVID-19 流行という社会的出来事がマスクに対する態度を変化させ，

その結果マスク着用者への信念や知覚の変化をもたらしたことを示した．したがっ

て，COVID-19 の終息という事象を人々の態度を変えうるほどの社会的出来事にする

ことで，即時的なマスクへの態度の変化が生じることが期待できる． 
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4.2.2 遮蔽顔知覚の検証 

 本研究では，遮蔽顔の魅力評価において観察者にとっての最頻値の魅力の顔が遮

蔽部分に補われるという最頻値補間仮説を提案し，これを支持する結果を示した．

しかし，遮蔽顔の魅力知覚においては，平均顔補間仮説と平準化仮説が提案されて

きた．本節では，それぞれの仮説について論じる． 

最頻値補間仮説 本研究では，顔の部分遮蔽による魅力増幅について，新たに最頻

値補間仮説を提案した．ここでは，最頻値補間仮説と一致する結果を示す研究につ

いて，自人種参加者が自人種の遮蔽顔の魅力を評価したものと，参加者が他人種の

遮蔽顔の魅力を評価したものについて，それぞれ論じる． 

 参加者が自人種の遮蔽顔の魅力を評価した研究として，本研究以外にも複数ある 

(Dudarev et al., 2022; Miyazaki & Kawahara, 2016; 森岡 2022)．Dudarev et al. (2022) は，

北米人を対象にノートで遮蔽した白人顔の魅力を評価させたところ，遮蔽の効果は

もとの顔の魅力に依存したことが示された．すなわち，魅力の低い顔はノートによ

る遮蔽で魅力が高く評価された一方で，魅力の高い顔はノートによる遮蔽で魅力が

低く評価された．Miyazaki and Kawahara (2016) は日本人を対象にノートや白いカード

で遮蔽した日本人顔の魅力を評価させ，森岡 (2022) は日本人参加者を対象にマスク

で遮蔽した日本人顔の魅力を評価させたところ，いずれも本研究や Dudarev et al. 

(2022) 同様に，遮蔽の効果はもとの顔の魅力に依存していた．これは，最頻値補間
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仮説が示すように，北米人参加者や日本人参加者は自人種への視覚経験が豊富であ

るため，最頻値の魅力が中程度になり，中程度の魅力の顔テンプレートが遮蔽部分

に補われたことによると考えられる． 

 参加者が他人種の遮蔽顔の魅力を評価した研究として，本研究以外に Hies and 

Lewis (2022), Patel et al. (2020), Dudarev et al. (2022) が挙げられる．Patel et al. (2020) は

複数の人種参加者に，Hies and Lewis (2022) は西洋人参加者に，マスクで遮蔽した複

数の人種顔の魅力を評価させた．その結果，マスクはもとの顔の魅力にかかわらず

総じて着用者の魅力を向上させた．これは，最頻値補間仮説が示すように，他人種

への視覚経験が不十分であり，メディア等を通した限られた経験に基づくと最頻値

の魅力が高い方に偏るのに起因する．そのため，魅力的な顔テンプレートが遮蔽部

分に補われたことによると考えられる．しかし，Dudarev et al. (2022) では北米人参加

者にノートで遮蔽したアジア人顔の評価を見せたところ，遮蔽の効果はもとの顔の

魅力に依存した．すなわち，魅力の低い顔はノートによる遮蔽で魅力が高く評価さ

れた一方で，魅力の高い顔はノートによる遮蔽で魅力が低く評価された．一見する

と，最頻値補間仮説と矛盾してみえるが，北米人参加者がアジア人顔に対して十分

な視覚経験を持っていたため，遮蔽の効果がもとの顔の魅力に依存していた可能性

がある．実際，日本の総人口に占める外国人の割合は 2020 年時点で 2.2%である (小

松, 2022)．一方アメリカでは，総人口に占める外国人の割合は 2020 年時点で 42.4%

である (United States Census Bureau, 2021)． 
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 今後の最頻値補間仮説の検証として，様々な人種の参加者に自人種と他人種の遮

蔽顔の魅力評価を行うことが必要である．また，最頻値補間仮説では参加者の顔へ

の視覚経験が重要であるため，他人種顔への曝露経験と遮蔽顔の魅力評価の間の関

係を検討することも重要である． 

平均顔補間仮説 Orghian and Hidalgo (2020) は，顔の遮蔽部分には魅力的と評価され

る平均顔を補うという平均顔補間仮説を提案した．遮蔽部分に平均顔が補われてい

るかを直接検討した研究に，Kramer and Jones (2022) がある．この実験では，参加者

に顔の上半分または下半分を遮蔽したものを呈示し，実際にはどのような顔である

かを報告するように求めた．画面中央に呈示される顔画像を平均顔に近づける，あ

るいは平均顔から遠ざけることで，実際の顔が報告された．画面の左に遮蔽顔が常

に提示され，画面の中央に参加者が調節する顔画像が呈示された．実験画面の例を

Figure 10 に示す．その結果，参加者は遮蔽箇所にかかわらず，もとの顔よりも平均

的な顔を実際の顔だと報告した．しかし，この実験については議論の余地があると

考える．遮蔽顔が調節する顔画像よりも小さく呈示されていたことで，遮蔽とは無

関係に魅力が変化した可能性がある．画像を小さくすると，一般に高周波数成分が

減少し，低周波数成分が増加する．すなわち，画像を小さくすることで粗くぼやけ

た画像になる．空間周波数の変化は顔の魅力知覚に影響を及ぼすことが報告されて

おり (Bachmann, 2007; Ying et al., 2020)，伊藤ら (2019) はもとの顔の魅力が低い場合

は，顔画像が小さくなると魅力が向上することを示している．したがって，遮蔽顔
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が小さく呈示されたことによって魅力が高く知覚された結果，もとの顔よりも平均

的な顔が実際の顔であると報告された可能性がある． 

 

平準化仮説 Miyazaki and Kawahara (2016) は，顔の遮蔽によって魅力判断のてがかり

が減るため，遮蔽顔の魅力は平均に回帰するという平準化仮説を提案した．具体的

には，左右非対称な輪郭や，ずれたりゆがんだりしている顔特徴 (Little & Jones, 2003; 

Rhodes et al., 1998, 1999; Scheib et al., 1999)，ニキビや傷 (Jaeger et al., 2018) といった，

顔の魅力を低下させる特徴が遮蔽されることで，魅力の低い顔は高く知覚される．

一方で，左右対称な輪郭や滑らかな肌といった，顔の魅力を向上させる特徴が遮蔽

Figure 10 

Kramer and Jones (2022) の実験画面の例 

注) Kramer and Jones (2022) をもとに作成した．顔画像は This person does not exist 

(https://thispersondoesnotexist.com/) から取得され，敵対的生成ネットワークによっ

て生成された架空の人物である．
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されることによって，顔の魅力が低く知覚される．すなわち，遮蔽の効果はもとの

顔の魅力に依存する． 

 第 3章の他人種顔の遮蔽顔をはじめ，複数の研究はもとの顔の魅力にかかわらず，

顔が部分的に遮蔽されることによって魅力が増幅することを示している (Hies & 

Lewis, 2022; Orghian & Hidalgo, 2020; Patel et al., 2020)．したがって，これらの知見は

平準化仮説を支持しない．しかし，以下の 2つの点から平準化仮説についてもさらな

る検討が必要だと考える． 

 1 つ目の点は，遮蔽部分に顔テンプレートを補っていることを直接検討した研究が

ないことである．本研究が提案した最頻値補間仮説や Orghian & Hidalgo (2020) が提

案した平均顔補間仮説では，遮蔽部分に顔テンプレートが補われていることを前提

としており，顔テンプレートが補われていることを直接検討した研究ではない．そ

のため，今後の研究では遮蔽部分には顔テンプレートが補われていることを示す検

討が望まれる． 

 2 つ目の点は，遮蔽による平準化が生じるか否かは，もとの顔の魅力のばらつきに

依存する可能性がある．第 3章の限界の一つに，画像データセットによって顔の魅力

にばらつきがある点を挙げた．これは，魅力的な自人種のマスク非着用顔は，60 の

魅力評定値がつけられるのに対して，魅力的な他人種のマスク非着用顔は 30-50 の範

囲にとどまっていることを指す．他人種顔でも自人種顔と同様に，3 つの魅力カテゴ

リ (低・中・高) にはそれぞれ統計的に有意な差があったものの，他人種顔において
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は平準化が生じるほど，もとの顔の魅力のばらつきがなかった可能性がある．つま

り，自人種顔の低・中の魅力カテゴリに相当する範囲の魅力顔しか他人種顔では扱

えてなかったため，もとの顔の魅力にかかわらず，あたかもマスクによる遮蔽で魅

力が増幅したようにみえた可能性がある．他人種の顔の魅力のばらつきを自人種と

同程度に大きくすることは，自人種顔が他人種よりも選好されることや (Fisman et al., 

2008; Liu et al., 2015; Rodway et al., 2019)，他人種効果 (Cross-Race effect; Apicella et al., 

2007; Hourihan et al., 2012) を踏まえると，困難なことが予想される．しかし，この点

を克服することで，平準化仮説が支持されるか否かについて詳細な議論ができると

期待される．  

 ここまで，遮蔽顔の魅力知覚に関する仮説である最頻値補間仮説，平均顔補間仮

説，平準化補間仮説について論じてきた．本研究では，最頻値補間仮説を提案し，

これを支持する結果を示した．しかし，これらすべての仮説にはまだ検討の余地が

あるため，さらなる研究が望まれる．また，遮蔽顔の魅力研究を通して，我々が遮

蔽顔をどのように処理しているのか，すなわち，目に見える部分だけを手がかりと

しているのか，平均顔あるいは最頻値の顔を補うのか，を明らかにすることは，遮

蔽顔の表情認知や人物同定など他の顔認知研究への波及効果も期待できる．そして，

遮蔽顔にとどまらない顔の魅力研究全般にも貢献できると考える． 
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